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関係の皆様におかれましては、平素より健康管理センターの業務にご理解とご支援をいただきありが

とうございます。 

2020 年は COVID-19 感染拡大予防に終始した 1年でした。そして、2021 年を迎えた現在でも厳しい状

況が続いております。 

健康管理センターの活動として、病院移転を経た 2020 年の予定としては矢巾キャンパスと新病院を

中心にした初めての試みが多かったのですが、コロナ禍のためにさらに様々な工夫や予定変更が求めら

れました。例えば、新職員を対象にした入職時集団検診の中止、職員検診の延期、学生検診の延期・規

模縮小など、数え上げればきりがありません。多くの事業で、密になることを回避しながら対応しまし

たが、これには広い会場の設定や期間の長期化をともない、例年より多くのマンパワーを必要としまし

た。大きなトラブルなく実施できたのは、看護部をはじめとする多くの職員の方々のご協力のおかげで

あることをあらためて御礼申し上げます。 

2020 年 4 月頃からは、学生・職員の感染予防対策の啓発と発熱状況を中心とした健康状態の把握が、

新たな業務として大きなエフォートを占めるようになりました。特に 7月に岩手県内で第 1号感染者が

確認されて以降は、感染の可能性が身近なものとなり、昼夜・週末を問わずに相談件数が増加しました。

センターでは保健師を中心に対応を行ってきましたが、医療機関への受診勧奨や登校に関する助言など、

初めて経験する数々の事案に対して試行錯誤してきました。また、コロナ禍における職員や学生のメン

タルヘルスケアのために、臨床心理士を中心にリーフレットの配布や相談対応などの支援を行ってきま

した。 

2021 年も感染予防対策に重点を置いた学生生活や勤務状況が続くことでしょう。私たち健康管理セン

ターは、危機対策本部や病院感染制御部からの指示や助言を受け、学内の各部署と協力しながら、学内

の皆様が不安なく学業や勤務に従事できるよう力になれればと考えています。検診や予防接種、精神衛

生、環境衛生などに関する通常の業務と COVID-19 に関わる感染予防とその対応といった非常時のミッ

ションを両立して進めていきますので、皆様の一層のご協力をお願いできればと思います。 
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Ⅰ 平成 31年度／令和元年度健康管理センター管理体制 
 

１．沿革 
 

平成 17 年 4 月 1 日 

 

 

 

平成 18 年 6 月 1 日 

平成 18 年 7 月 25 日 

平成 19 年 4 月 1 日 

 

 

平成 19 年 10 月 29日 

平成 20 年 6 月 1 日 

平成 22 年 4 月 1 日 

平成 23 年 12 月 19日 

平成 24 年 4 月 1 日 

平成 25 年 4 月 1 日 

平成 26 年 7 月 22 日 

平成 28 年 4 月 1 日 

平成 31 年 4 月 1 日 

令和元年 9月 24 日 

健康管理センター設置 

健康管理センター規程制定 

鈴木一幸附属病院副院長が健康管理センター長兼務 

健康管理センターが 8号館 1階に新設 

神経精神科学講座酒井明夫教授がセンター長就任 

健康管理センターだより創刊号発行 

矢巾キャンパス竣工 薬学部・共通教育センター開設に伴い、矢巾キャンパ

スに健康管理センター設置 

産業医規程、学校医規程、学生健康診断規程制定 

健康管理センターが現場所 2号館 2階に移転 

整形外科学講座嶋村正教授がセンター長就任 

健康管理センター事務室設置 

外来診療棟 3階に健康管理室（休養室）新設 

事務局組織機構図の一部改正に伴い、総務部健康管理センター事務室に改正 

眼科学講座黒坂大次郎教授がセンター長就任 

休養室が東病棟 1階に移転 

内科学講座糖尿病・代謝内科分野石垣泰教授がセンター長就任 

事務局組織改編に伴い、健康管理センター事務室が総務課健康管理係に改称 

附属病院矢巾移転に伴い、内丸と矢巾の健康管理センターが矢巾に統合 

健康管理相談室がトクタヴェール 2階に新設 
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２．組織図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医 学 研 究 科教 学 運 営 会 議

大 学 院評 議 員 会 歯 学 研 究 科

薬 学 研 究 科医 学 部経 営 改 善委 員会

学
校
法
人
　
岩
手
医
科
大
学

理 事 会

看 護 学 部 教 養 教 育 セ ン タ ー

附属内 丸メ ディ カル
セ ン タ ー

全学教育推進機構 シミュレーションセンター運 営 会 議

災害時地域医療支援
教 育 セ ン タ ー

図 書 館
岩 手 県
こころのケアセンター

附 属 病 院
岩 手 県 高 度 救 命 救 急
セ ン タ ー

附 属 薬 用 植 物 園薬 学 部

監 事

学 生 部

創 立 120 周 年 記 念

事 業 実 行 委 員 会

医歯薬総合研究所

岩 手 医 科 大 学

医 療 専 門 学 校

事 務 局

内 部 監 査 室

知 的 財 産 本 部

キ ャ リ ア 支 援
セ ン タ ー

健康管理センター

岩手看護短期大学

リ エ ゾ ン セ ン タ ー

総合情報センター

いわて東北メディカル・
メ ガ バ ン ク 機 構

い わ て
こどもケアセンター

岩 手 医 科 大 学 歯 学 部

入学試験センター

災害復興事業本部



- 6 - 
 

３．規程 
１）岩手医科大学組織規程（抜粋） 

 

第８章健康管理センター 

（健康管理センター） 

第３９条 本学に健康管理センターをおく。 

２ 健康管理センターにセンター長を置く。センター長は医学部臨床系教授の兼務とする。 

３ 必要により健康管理センターに副センター長を置くことができる。副センター長は医師の兼務

とする。 

４ センター長、副センター長は、学長が人事委員会に諮って選考し、理事会の議を経て理事長が

任命する。その任期は３年とし再任を妨げない。 

５ センター長は所属する職員を指導監督し、健康管理センターの管理運営にあたる。 

６ 副センター長はセンター長を補佐し、センター長に事故あるときはその職務を代理する。 

７ 健康管理センターに師長を置くことができる。 

８ 師長はセンター長、副センター長の指揮の下に所属職員を指導監督し、センターの円滑な管理

運営にあたる。 

９ 必要により主任を置くことができる。 

10 主任はセンター長、副センター長又は師長の命を受け、部下の職員の指導監督にあたる。 

11 師長及び主任は、看護師、保健師又は臨床心理士の中から学長が人事委員会の意見を聞いて任

命する。 

12 健康管理センターの管理運営については、別に定める。 

（センターの事務） 

第３９条の２ 健康管理センターに健康管理センター事務室を設け、事務員をおくことができる。 

２ 健康管理センター事務室の事務分掌及び業務の処理については別に定める。 

 

 

２）岩手医科大学健康管理センター規程 

 

第１条 この規程は岩手医科大学組織規程第39条第12項に基づき、健康管理センターの管理運営につい

て定める。 

第２条 岩手医科大学等の学生、職員等の健康管理を一元的に行うため、健康管理センター（以下「セ

ンター」という。）を置く。 

第３条 センターは、次の各号に掲げる業務を行う。 

(１) 定期・臨時の健康診断に関すること。 

(２) 健康診断後の必要な指導に関すること。 

(３) 健康相談に関すること。 

(４) 精神衛生に関すること。 

(５) 環境衛生及び感染症の予防に関すること。 

(６) 学内保健計画の立案に関すること。 

(７) 急患に関する応急処置に関すること。 

(８) その他健康管理に関すること。 

第４条 センターにセンター長（副センター長又は師長を置く場合には、それらを含む）の他に次の各

号に掲げる職員を置く。ただし、兼務によることを妨げない。 

(１) 医師 

(２) 看護師 

(３) 保健師 

(４) 臨床心理士 

第５条 センターの業務を円滑に実施するため、関連部署との連携に留意するものとし、特に感染症予

防については感染症対策室と密接に連携を図るものとする。 

第６条 センターに健康管理センター運営委員会（以下「委員会」）という。）を置く。 



- 7 - 
 

第７条 委員会は、センター長を委員長とし、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

(１) 学生部長 

(２) 学生副部長 

(３) 病院長 

(４) 産業医 

(５) 学校医 

(６) 事務局長 

(７) 学務部長 

(８) 病院事務部長 

(９) 看護部長 

(10) 法人事務部長 

(11) 人事職員課長 

(12) 学事総務課長 

(13) 副センター長（但し、副センター長を置く場合に限る） 

(14) 健康管理センター師長（但し、師長を置く場合に限る） 

(15) その他委員会が必要と認める者 

第８条 委員会は、次の事項を審議する。 

(１) 学内保健計画に関する事項 

(２) 健康管理の維持改善に関する事項 

(３) その他センター長が必要と認めた事項 

２ 委員会は、必要ある場合センター長が招集しその議長となる。 

第９条 委員会の事務は健康管理センターが行う。 

第10条 この規程の改廃は、健康管理センター運営委員会の審議を経て健康管理センター長が行う。 

 

附 則 

この規程は、平成17年4月1日から施行する。 

この規程は、平成18年2月10日から施行する。 

この規程は、平成21年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成25年4月1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 29 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 31 年 4月 1 日から施行する。 
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４．健康管理センタースタッフ・運営委員会委員 
 

センター長（兼務） 

 氏 名 所属・職名 期 間 

初代 鈴木 一幸 内科学講座消化器・肝臓内科分野・教授（副院長） 平 17.4.1～平 18.5.31 

二代 酒井 明夫 神経精神科学講座・教授 平 18.6.1～平 21.5.31 

三代 嶋村 正 整形外科学講座・教授 平 21.6.1～平 25.3.31 

四代 黒坂大次郎 眼科学講座・教授 平 25.4.1～平 28.3.31 

五代 石垣 泰 内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科分野・教授 平 28.4.1～ 

 

副センター長 

氏 名 所属・職名 期 間 

西村 尚子 健康管理センター副センター長 平 17.4.1～平 21.3.31 

 

産業医（兼務） 

氏 名 所属・職名 期 間 

小野田 敏行 衛生学公衆衛生学講座・准教授 平 13.9.1～平 26.12.31 

大間々 真一 救急・災害・総合医学講座救急医学分野・特任講師 平 23.4.1～ 

近藤 ゆき子 薬理学講座情報伝達医学分野・講師 平 27.1.1～ 

弘瀬 雅教 病態薬理学講座分子細胞薬理学講座・教授 平 27.4.1～ 
 

学校医（兼務） 

氏 名 所属・職名 期 間 

米澤 久司 

石橋 靖宏 

内科学講座神経内科・老年科分野・講師 

〃      ・講師 
平 17.4.1～平 19.3.31 

遠藤 昌樹 

遠藤 龍人 

内科学講座消化器・肝臓内科分野・講師 

〃      ・講師 
平 19.4.1～平 21.3.31 

蒔田 真司 

田代 敦 

内科学講座循環器・腎・内分泌内科分野・准教授 

〃         ・講師 
平 21.4.1～平 23.3.31 

小林 仁 

鈴木 順 

内科学講座呼吸器・ｱﾚﾙｷﾞｰ・膠原病内科分野・准教授 

〃          ・講師 
平 23.4.1～平 25.3.31 

大塚 耕太郎 神経精神科学講座・講師 平 23.4.1～平 24.3.31 

山家 健仁 神経精神科学講座・助教 平 24.4.1～平 27.3.31 

工藤 雅子 

金  正門 

内科学講座神経内科・老年科分野・講師 

〃      ・特任講師 

平 25.4.1～平 27.3.31 

平 25.4.1～平 27.3.31 

中村 昌太郎 

宮坂 昭生 

星 克仁 

内科学講座消化器内科消化管分野・准教授 

内科学講座消化器内科肝臓分野・講師 

神経精神科学講座・講師 

平 27.4.1～平 29.3.31 

平 27.4.1～平 29.3.31 

平 27.4.1～平 31.3.31 

菅原 正磨 

房崎 哲也 

内科学講座心血管・腎・内分泌内科分野・助教 

内科学講座心血管・腎・内分泌内科分野・助教 

平 29.4.1～平 29.9.30 

平 29.4.1～平 31.3.31 

渡邊 收司 内科学講座心血管・腎・内分泌内科分野・助教 平 29.10.1～平 31.3.31 

秋山 真親 

工藤 雅子 

山家 健仁 

内科学講座呼吸器・アレルギー・膠原病内科分野・助教 

内科学講座神経内科・老年化分野・講師 

神経精神科学講座・特命講師 

平 31.4.1～ 

 

 

 

 



- 9 - 
 

 

健康管理センター運営委員会（平成 31年 4月 1日現在） 

区 分 氏 名 所属・職名 

委員長 石垣 泰 健康管理センター長（内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科分野・教授） 

委 員 増田 友之 学生部長（病理学講座機能病態学分野・教授） 

〃 小原 航 学生副部長（泌尿器科学講座・教授） 

〃 八重柏 隆 学生副部長（歯科保存学講座歯周療法学分野・教授） 

〃 西谷 直之 学生副部長（臨床薬学講座情報薬科学分野・教授） 

〃 末安 民生 学生副部長（地域包括ケア講座・教授） 

〃 中島 理 学生副部長（教養教育センター化学科・教授） 

〃 小笠原 邦昭 病院長（脳神経外科学講座・教授） 

〃 近藤 ゆき子 産業医（薬理学講座情報伝達医学分野・講師） 

〃 大間々 真一 産業医（岩手県高度救命救急センター・講師） 

〃 弘瀬 雅教 産業医（病態薬理学講座分子細胞薬理学分野・教授） 

〃 秋山 真親 学校医（内科学講座呼吸器・アレルギー・膠原病内科分野・助教）  

〃 工藤 雅子 学校医（内科学講座神経内科・老年化分野・講師） 

〃 山家 健仁 学校医（神経精神科学講座・特命講師） 

〃 高橋 真 事務局長 

〃 赤坂 昇治 学務部長 

〃 塚澤 仁敏 病院事務部長 

〃 吉田 秀樹 法人事務部長 

〃 佐藤 悦子 看護部長 

〃 長岡 慶介 人事職員課長 

〃 澤田 幸司 学事総務課長 

 

 

健康管理センタースタッフ（平成 31 年 4 月 1 日現在） 

＜内丸キャンパス＞ 

職 名 氏 名 備 考 

センター長（兼） 石垣 泰 内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科分野・教授 平 28.4.1～  

保健師 藤井 ヌイ子 平 18.4.1～ 

〃 名郷根 郁子 平 22.3.30～ 

主任臨床心理士 畠山 秀樹 平 18.4.1～ 

 

＜矢巾キャンパス＞ 

職 名 氏 名 備 考 

主任保健師 村山 美保 平 21.11.1～ 

保健師 小原 真綾 平 29.4.1～ 

〃 青木 雅美 平 30.4.1～ 

臨床心理士 氏家 真梨子 平 26.4.1～ 

 

＜総務課健康管理係＞ 

職 名 氏 名 備 考 

総務課長 寺舘 武志 平 31.4.1～ 

係長 黒川 恵子 平 31.4.1～ 

事務員 渡辺 尚子 平 28.1.1～ 

臨時事務員 川畑 史江 平 28.4.1～ 
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５．健康管理センター体制 

  
＜平成 31年度／令和元年度＞  

 

（１）平成 31年 4月 1日～令和元年 9月 23 日 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）令和元年 9月 24 日～ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢巾キャンパス 内丸キャンパス

産業医 3名

学校医 3名

臨時事務員保健師

センター長

係長主任保健師 臨床心理士 主任臨床心理士 保健師

総務課長

事務員保健師 保健師

総務課健康管理係

産業医 3名

学校医 3名

臨床心理士 事務員

総務課長

臨時事務員

保健師 保健師 保健師 保健師

センター長

係長主任保健師 主任臨床心理士

総務課健康管理係
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６．各種委員会・会議開催状況 
 

１）健康管理センター運営委員会 

 

  第１回健康管理センター運営委員会 

  日時：令和元年 7月 23 日（火）17：10～17：55 

  場所：医学部 2号館 3 階大会議室（内丸） 

     東研究棟 1 階会議室（矢巾） 

      ※ＴＶ会議 

 

  第 2 回健康管理センター運営委員会 

  日時：令和元年 12月 24 日（火）16：00～16：40 

  場所：本部棟４階大会議室（矢巾） 

     歯学部４階会議室（内丸） 

      ※ＴＶ会議 

 

 

２）健康管理センターミーティング 

  ～令和元年 9 月 

 日時：毎月第三水曜日 11：10～ 

  場所：内丸キャンパス健康管理センター 

 

 令和元年 10月～ 

  日時：毎月第二月曜日 10：00～ 

  場所：矢巾キャンパス健康管理センター 
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７．健康管理センター各室 
【内丸キャンパス】（～令和元年 9月 23 日） 

 
 

 
  

 

 

 

健康管理センター 

休 養 室 相 談 室 

医学部 2号館・2階・214 室 

 
※休養室と相談室は別の場所にあります。 

※休養室：東病棟 1階 相談室：記念館 8 階 
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【矢巾キャンパス】 

 （１）～令和元年 9月 23 日 

 

    
 

休 養 室                  相 談 室 

 

 
 

健康管理センター 

 

（２）令和元年 9月 24 日～ 

 

【矢巾キャンパス】 

 

 
       

健康管理センター                  休 養 室 
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        休 養 室                   相 談 室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

     

＜東研究棟 1階 104・105・106＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

相談室（トクタヴェール 2階）          ＜トクタヴェール２階＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

自動ドア 

キャリア支援 

センター 

健康管理 

相談室 

健 康 管 理 セ ン タ ー 

扉 

入口 
 

入口 

ロータリー 

キャンパスモール 

↓ 

入口 
矢巾キャンパス 

事務室 

入口 

こずかたサービス

事務局

職員ラウンジ

SGL
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【内丸キャンパス】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 相談室（内丸メディカルセンター入院棟 8階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内丸メディカルセンター入院棟 8階＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯科医師

臨床研修センター 光 庭 第1・2研修室

吹 抜

ラウンジ

相談室
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Ⅱ 平成 31 年度／令和元年度 

  事業報告 
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Ⅱ 平成 31年度／令和元年度事業報告 
１．スケジュール（健康診断等及びワクチン接種日程） 

 
職　員 学　生

22日(月)～5月7日(火) 22日（月）内丸キャンパス

有機溶剤・特定化学物質調査及び問診票(対象者) 健康診断（医5・6年、歯5・6年、専攻科、歯技工2年、

歯衛生1～3年）

B型肝炎ワクチン接種前検査(歯衛生1年、専攻科)

24日（水）矢巾キャンパス

健康診断（医3年、歯2年、薬2・4・5年、看2年）

B型肝炎ワクチン接種前検査(医3年、薬4年)

25日（木）矢巾キャンパス

健康診断（医1・4年、歯1・4年、薬・看1年）

B型肝炎ワクチン接種前検査(歯4年、看1年)

26日（金）矢巾キャンパス

健康診断（医2年、歯・薬・看3年、薬6年）

20日(月)～6月5日(水) 10日（金）

電離放射線業務従事者問診票(対象者) 心理検査（医・歯・薬・看1年）

27日(月)～31日(金)内丸キャンパス ※2年生以上は健康診断時に実施

定期健康診断 23日(木)

有機溶剤・特定化学物質取扱者健康診断(要検査者) B型肝炎ワクチン1回目接種（歯・薬4年、歯衛生1年、

電離放射線業務従事者健康診断(要検査者) 専攻科）

B型肝炎ワクチン接種前検査(希望者) 24日(金)

C型肝炎抗体検査(希望者) B型肝炎ワクチン1回目接種（医3年、看1年）

27日(月)～6月5日(水)

VDT健診（問診）

27日(月)～6月14日(金)胃がん検診

3日(月)・4日(火)矢巾キャンパス 20日(木)B型肝炎ワクチン2回目接種（歯・薬4年、歯衛生1年、

定期健康診断 専攻科）

有機溶剤・特定化学物質取扱者健康診断(要検査者) 21日（金）

電離放射線業務従事者健康診断(要検査者) B型肝炎ワクチン2回目接種（医3年、看1年）

B型肝炎ワクチン接種前検査(希望者)

C型肝炎抗体検査(希望者)

13日(木)石綿健康診断(対象者)

13日(木)～28日(金)ストレスチェック面接

25日(火)・27日(木)VDT健診（要検査者）

23日(火)・24日(水)

B型肝炎ワクチン1回目接種(対象者)

16日（火）～31日（水）ストレスチェック面接

20日(火)・21日(水)

B型肝炎ワクチン2回目接種(対象者)

17日(木)～24日(木)

有機溶剤・特定化学物質調査及び問診票(対象者)

7日(木)～22日(金)電離放射線問診票 7日(木)

19日(火)～22日(金) B型肝炎ワクチン3回目接種（歯・薬4年、歯衛生1年、

特定業務従事者健康診断(対象者) 専攻科）

有機溶剤・特定化学物質取扱者健康診断(要検査者) 8日（金）

電離放射線業務従事者健康診断(要検査者) B型肝炎ワクチン3回目接種（医3年、看1年）

2日(月)～9日(月)大腸がん検診(40歳以上の希望者) 5日(木)

9日(月)～13日(木)石綿健康診断(対象者) B型肝炎ワクチン接種後採血（歯・薬4年、歯衛生1年、

専攻科）

6日（金）

B型肝炎ワクチン接種後採血(医3年、看1年)

7日(火)・8日(水) 9日(木)

B型肝炎ワクチン3回目接種(対象者) B型肝炎ワクチン追加接種

(医3年、歯・薬4年、看1年、専攻科、歯衛生1年)

4日(火)・5日(水) 6日(木)

B型肝炎ワクチン接種後採血(対象者) B型肝炎ワクチン追加接種後採血

25日(火) (医3年、歯・薬4年、看1年、専攻科、歯衛生1年)

B型肝炎ワクチン追加接種(対象者)

24日(火)・25日(水)

B型肝炎ワクチン追加接種後採血(対象者)

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月
23日(水)・24日(木)内丸キャンパス・インフルエンザワクチン接種(希望者)

28日(月)～11月2日(土)矢巾キャンパス・インフルエンザワクチン接種(希望者)

11月

12月

1月

2月

3月



 

- 18 - 
 

２.学生健康管理実施状況 
 
1）学生健康診断 
(１)学部 
＜健診項目＞ 
全学共通：身長・体重・血圧測定、内科診察（眼科診察、耳鼻科診察を含む）、視力検査、胸部 X線 
1 年生：全学共通＋尿検査、血液検査、歯科健診 
4 年生：全学共通＋尿検査、血液検査 
※健診対象外は、休学・退学者 

 
＜実施日＞ 
内丸キャンパス：平成 31年 4月 22 日（月） 
矢巾キャンパス：平成 31年 4月 24 日（水）～4月 26 日（金） 
 

＜結果集計＞ 
 

 
男 女 計

1 年 91 40 131 0 131 130 99.2 ％ 16 12.3 ％ 45 34.6 ％ 8 6.2 ％ 4 3.1 ％ 57 43.8 ％ 21 36.8 ％

2 年 100 37 137 0 137 136 99.3 ％ 70 51.5 ％ 9 6.6 ％ 9 6.6 ％ 9 6.6 ％ 39 28.7 ％ 8 20.5 ％

3 年 80 42 122 0 122 122 100 ％ 71 58.2 ％ 4 3.3 ％ 11 9.0 ％ 7 5.7 ％ 29 23.8 ％ 3 10.3 ％

4 年 100 36 136 0 136 136 100 ％ 15 11.0 ％ 40 29.4 ％ 8 5.9 ％ 4 3.0 ％ 69 50.7 ％ 6 8.7 ％

5 年 89 42 131 1 130 129 99.2 ％ 70 54.3 ％ 13 10.1 ％ 6 4.6 ％ 15 11.6 ％ 25 19.4 ％ 2 8.0 ％

6 年 92 52 144 1 143 132 92.3 ％ 68 51.5 ％ 14 10.6 ％ 10 7.5 ％ 20 15.2 ％ 20 15.2 ％ 2 10.0 ％

1 年 32 21 53 0 53 53 100 ％ 6 11.3 ％ 19 35.9 ％ 2 3.8 ％ 4 7.5 ％ 22 41.5 ％ 12 54.5 ％

2 年 38 21 59 2 57 56 98.2 ％ 30 53.6 ％ 2 3.6 ％ 7 12.5 ％ 4 7.1 ％ 13 23.2 ％ 4 30.8 ％

3 年 35 18 53 0 53 49 92.4 ％ 21 42.9 ％ 4 8.2 ％ 2 4.1 ％ 6 12.2 ％ 16 32.6 ％ 2 12.5 ％

4 年 29 14 43 0 43 43 100 ％ 4 9.3 ％ 10 23.3 ％ 0 0.0 ％ 4 9.3 ％ 25 58.1 ％ 6 24.0 ％

5 年 36 32 68 0 68 68 100 ％ 42 61.8 ％ 6 8.8 ％ 7 10.3 ％ 8 11.8 ％ 5 7.3 ％ 0 0.0 ％

6 年 36 21 57 1 56 56 100 ％ 28 50.0 ％ 2 3.6 ％ 8 14.2 ％ 2 3.6 ％ 16 28.6 ％ 4 25.0 ％

1 年 24 29 53 0 53 52 98.1 ％ 5 9.6 ％ 15 28.9 ％ 5 9.6 ％ 5 9.6 ％ 22 42.3 ％ 14 63.6 ％

2 年 43 40 83 0 83 83 100 ％ 38 45.8 ％ 2 2.4 ％ 13 15.7 ％ 3 3.6 ％ 27 32.5 ％ 11 40.7 ％

3 年 43 73 116 0 116 115 99.1 ％ 48 41.7 ％ 5 4.4 ％ 15 13.0 ％ 14 12.2 ％ 33 28.7 ％ 8 24.2 ％

4 年 34 65 99 2 97 97 100 ％ 7 7.2 ％ 18 18.6 ％ 17 17.5 ％ 12 12.4 ％ 43 44.3 ％ 17 39.5 ％

5 年 56 63 119 0 119 118 99.2 ％ 69 58.5 ％ 5 4.2 ％ 14 11.9 ％ 6 5.1 ％ 24 20.3 ％ 3 12.5 ％

6 年 91 117 208 1 207 207 100 ％ 99 47.9 ％ 10 4.8 ％ 28 13.5 ％ 22 10.6 ％ 48 23.2 ％ 9 18.8 ％

1 年 6 84 90 1 89 89 100 ％ 8 9.0 ％ 33 37.1 ％ 5 5.6 ％ 5 5.6 ％ 38 42.7 ％ 24 63.2 ％

2 年 6 87 93 0 93 93 100 ％ 61 65.6 ％ 3 3.2 ％ 8 8.6 ％ 6 6.5 ％ 15 16.1 ％ 10 66.7 ％

3 年 8 87 95 0 95 95 100 ％ 45 47.4 ％ 5 5.3 ％ 8 8.4 ％ 9 9.5 ％ 28 29.5 ％ 7 25.0 ％

1069 1021 2090 9 2081 2059 98.9 ％ 821 38.8 ％ 264 12.9 ％ 191 9.2 ％ 169 8.2 ％ 614 29.9 ％ 173 28.18 ％

 ※他医療機関受診者も受診者に含む（10名）

薬学部

看護学部

合　　計

健診
対象外

A
特記事項なし

医学部

歯学部

医療機関
受診者

C-2
要受診

学部 学年
在籍者

対象者 受診者 受診率 B-1
要経過観察

B-2
要指導

C-1
要治療継続

総合判定の内訳



 

- 19 - 
 

＜結果＞ 

対象：全学年 

要受診判定項目の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象：1・4 年 

尿検査・血液検査：要受診項目 

尿
糖

尿
蛋
白

W
B
C

R
B
C

H
ｂ

H
ｔ

P
L
T

ｸ
ﾚ
ｱ
ﾁ
ﾆ
ﾝ

U
A

A
S
T

A
L
T

γ
‐

G
T
P

H
D
L
‐

C

L
D
L
‐

C

T
G

血
糖

H
ｂ
A
1
ｃ

1 年 131 130 0 11 2 0 0 0 0 0 5 2 6 1 0 0 2 1 0

4 年 136 136 0 10 5 0 0 0 0 1 6 3 13 6 2 3 9 0 0

1 年 53 53 0 6 0 1 0 0 0 1 2 3 7 3 1 1 3 0 0

4 年 43 43 0 1 3 0 0 0 0 0 1 3 9 2 1 3 3 0 0

1 年 53 52 0 5 1 0 1 2 1 0 3 2 3 3 0 2 0 0 0

4 年 97 97 0 9 0 0 0 0 0 0 1 1 5 4 0 7 2 0 0

看護学部 1 年 89 89 1 13 2 0 2 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0

602 600 1 55 13 1 3 3 1 2 18 14 43 19 5 17 20 1 0

対
象
者

受
診
者

要受診項目

尿検査 血液検査

医学部

歯学部

薬学部

合　計

 

内
科

高
血
圧

視
力

胸
部
Ｘ
線

1 年 131 130 3 6 33 0

2 年 137 136 1 8 33 1

3 年 122 122 1 1 27 0

4 年 136 136 8 7 32 1

5 年 130 129 2 3 22 0

6 年 143 132 3 4 14 0

1 年 53 53 0 0 12 0

2 年 57 56 3 0 11 0

3 年 53 49 2 6 9 0

4 年 43 43 2 1 9 1

5 年 68 68 0 1 3 1

6 年 56 56 3 5 10 0

1 年 53 52 0 0 15 1

2 年 83 83 0 5 22 0

3 年 116 115 2 6 27 0

4 年 97 97 0 0 22 0

5 年 119 118 2 8 16 0

6 年 207 207 4 14 35 0

1 年 89 89 3 0 18 0

2 年 93 93 2 2 13 0

3 年 95 95 6 0 25 1

2081 2059 47 77 408 6

歯学部

薬学部

合　計

医学部

看護学部

対
象
者

受
診
者

判定項目の内訳
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対象：１年 

歯科検診 

男 女 計

医学部 91 40 131 0 131 128 97.7% 61 47.7% 17 13.3% 1 0.8% 49 38.3% 10 20.0％

歯学部 32 21 53 0 53 51 96.2% 23 45.1% 5 9.8% 0 0.0% 23 45.1% 8 34.8％

薬学部 24 29 53 0 53 51 96.2% 21 41.2% 7 13.7% 2 3.9% 21 41.2% 13 56.5％

看護学部 6 84 90 1 89 89 100.0% 52 58.4% 13 14.6% 1 1.1% 23 25.8% 16 66.7％

合　計 153 174 327 1 326 319 97.9% 157 49.2% 42 13.2% 4 1.3% 116 36.4% 47 39.2％

在籍者
健
診

対
象
外

対
象
者

受
診
者

受
診
率

医療機関
受診者A

良好
B

要指導
C1

要精密検査
C2

要治療

総合判定の内訳

 

 

 

 

 



 

- 21 - 
 

 (２)大学院生 

 
＜健診項目＞ 

  職員定期健康診断に準ずる 

 

 ＜実施日＞ 

  内丸キャンパス 令和元年 5月 27 日（月）～31 日（金） 

  矢巾キャンパス 令和元年 6月 3日（月）・6月 4日（火） 

 

 ＜結果集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R1.12.26時点

１年 4 0 4 4 100.0% 1 (25.0%) 2 (50.0%) 1 (25.0%) 0 (0.0%)

２年 3 1 2 2 100.0% 1 (50.0%) 0 (0.0%) 1 (50.0%) 0 (0.0%)

１年 36 18 18 18 100.0% 1 (5.6%) 14 (77.8%) 0 (0.0%) 3 (16.7%) 2 (66.7%)

２年 33 19 14 14 100.0% 4 (28.6%) 8 (57.1%) 0 (0.0%) 2 (14.3%) 1 (50.0%)

３年 35 8 27 27 100.0% 3 (11.1%) 16 (59.3%) 1 (3.7%) 7 (25.9%) 2 (28.6%)

４年 37 8 29 29 100.0% 6 (20.7%) 15 (51.7%) 0 (0.0%) 8 (27.6%) 3 (37.5%)

１年 15 4 11 11 100.0% 3 (27.3%) 5 (45.5%) 1 (9.1%) 2 (18.2%) 1 (50.0%)

２年 8 0 8 8 100.0% 2 (25.0%) 4 (50.0%) 0 (0.0%) 2 (25.0%) 2 (100.0%)

３年 4 0 4 4 100.0% 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 4 (100.0%) 0 (0.0%)

４年 5 0 5 5 100.0% 1 (20.0%) 2 (40.0%) 0 (0.0%) 2 (40.0%) 1 (50.0%)
薬学部
修　士

２年 1 0 1 1 100.0% 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (100.0%) 0 (0.0%)

１年 4 0 4 4 100.0% 1 (25.0%) 3 (75.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

２年 3 1 2 2 100.0% 1 (50.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (50.0%) 0 (0.0%)

３年 2 0 2 2 100.0% 1 (50.0%) 1 (50.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

４年 3 2 1 1 100.0% 0 (0.0%) 1 (100.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

193 61 132 132 100.0% 25 (18.9%) 71 (53.8%) 5 (3.8%) 31 (23.5%) 12 (38.7%)

※健診対象外：退学者、本学以外での研修者・勤務者等

※本学以外での研修者・勤務者等の健診結果42名中24名提出（提出率：57.1％）　

合計

医学部
修 士

歯学部
博 士

薬学部
博 士

医学部
博 士

在籍者
健診

対象外
対象者 受診者 受診率

総合判定の内訳
C-2報告書提出A

特記事項なし
B

要経過観察
C-1

要治療継続
C-2

要受診
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＜結果＞ 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                    ｎ＝31（複数該当あり） 

 

 

 

 

 

 

 

0 2 4 6 8 10 12 14

その他

尿糖

胸部X線

心電図

血圧

尿蛋白

肝機能

血中脂質

C-2（要受診）項目の内訳
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(３)岩手看護短期大学 
 
＜健診項目＞ 
 全学共通：身長・体重・血圧測定、内科診察（眼科診察、耳鼻科診察を含む）、視力検査、胸部 X線 
 専攻科：全学共通+尿検査、血液検査  
 ※健診対象外は、休学・退学者 
 
＜実施日＞ 
 内丸キャンパス：平成 31 年 4 月 22 日（月） 
 
＜結果集計＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
＜結果＞ 
対象：全学年 
要受診判定項目の内訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
尿検査・血液検査：要受診項目 該当者なし 

男 女 計

0 20 20 0 20 20 100.0 ％ 1 5.0 ％ 7 35.0 ％ 3 15.0 ％ 1 5.0 ％ 8 40.0 ％ 7 87.5 ％

0 15 15 0 15 15 100.0 ％ 3 20.0 ％ 5 33.4 ％ 2 13.3 ％ 2 13.3 ％ 3 20.0 ％ 2 66.7 ％

0 35 35 0 35 35 100.0 ％ 4 11.4 ％ 12 34.3 ％ 5 14.3 ％ 3 8.6 ％ 11 31.4 ％ 9 81.8 ％

在籍者 健
診

対
象
外

合　　計

地域看護学専攻

医療機関
受診者A

特記事項なし
B-1

要経過観察
B-2

要指導
C-1

要治療継続
C-2

要受診

対
象
者

受
診
者

受
診
率

総合判定の内訳

助産学専攻

内
科

高
血
圧

視
力

胸
部
Ｘ
線

20 20 2 0 6 0

15 15 1 0 2 0

35 35 3 0 8 0

受
診
者

判定項目の内訳

合　計

 地域看護学専攻

 助産学専攻

対
象
者
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(４)医療専門学校 

 
＜健診項目＞ 

 全学共通：身長・体重・血圧測定、内科診察（眼科診察、耳鼻科診察を含む）、視力検査、胸部 X線 

 1 年生：全学共通＋尿検査、血液検査、歯科健診 

 ※健診対象外は、休学・退学者 

 

＜実施日＞ 

 内丸キャンパス：平成 31 年４月 22 日（月） 

 

＜結果集計＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男 女 計

歯科技工
学科

2 年 4 3 7 0 7 7 100.0 ％ 2 28.6 ％ 1 14.3 ％ 1 14.3 ％ 0 0.0 ％ 3 42.8 ％ 0 0.0 ％

1 年 0 34 34 0 34 34 100.0 ％ 8 23.5 ％ 12 35.3 ％ 4 11.8 ％ 0 0.0 ％ 10 29.4 ％ 3 30.0 ％

2 年 0 32 32 0 32 32 100.0 ％ 15 46.9 ％ 2 6.2 ％ 3 9.4 ％ 4 12.5 ％ 8 25.0 ％ 1 12.5 ％

3 年 0 33 33 0 33 33 100.0 ％ 18 54.5 ％ 2 6.1 ％ 2 6.1 ％ 3 9.1 ％ 8 24.2 ％ 0 0.0 ％

4 102 106 0 106 106 100.0 ％ 43 40.6 ％ 17 16.0 ％ 10 9.4 ％ 7 6.6 ％ 29 27.4 ％ 4 13.8 ％

学科 学年
在籍者 健

診
対

象
外

歯科衛生
学科

合　　計

医療機関
受診者A

特記事項なし
B-1

要経過観察
B-2

要指導
C-1

要治療継続
C-2

要受診

対
象
者

受
診
者

受
診
率

総合判定の内訳
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＜結果＞ 
対象：全学年 
要受診項目の内訳 

内
科

高
血
圧

視
力

胸
部
Ｘ
線

技工学科 2 年 7 7 1 0 3 0

1 年 34 34 4 0 6 0

2 年 32 32 1 0 7 0

3 年 33 33 1 0 7 0

106 106 7 0 23 0

衛生学科

合　計

対
象
者

受
診
者

判定項目の内訳

 
 
対象：１年 
尿検査・血液検査：要受診項目 

尿
糖

尿
蛋
白

W
B
C

R
B
C

H
ｂ

H
ｔ

P
L
T

ｸ
ﾚ
ｱ
ﾁ
ﾆ
ﾝ

U
A

A
S
T

A
L
T

γ
‐

G
T
P

H
D
L
‐

C

L
D
L
‐

C

T
G

血
糖

H
ｂ
A
1
ｃ

衛生学科 1 年 34 34 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

対
象
者

受
診
者

要受診項目

尿検査 血液検査

 
対象：１年 
歯科検診 
 

男 女 計

衛生学科 0 34 34 0 34 34 16 0 17 1 6 33.3％

B
要指導

C1
要精密検査

C2
要治療

在籍者
健
診

対
象
外

100.0% 47.1% 0.0% 10.2% 2.9%

対
象
者

受
診
者

受
診
率

総合判定の内訳
医療機関
受診者A

良好
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２）各種ワクチン接種 

 
（１）Ｂ型肝炎ワクチン接種 

  

＜対象者＞ 

  医学部 3 年、歯学部 4 年、薬学部 4年、看護学部 1年 

  医療専門学校 歯科衛生学科 1年 

  ※本学において、過去に接種済みの学生は対象から除く 

 

＜ワクチン接種前抗体価検査結果＞ 実施日：平成 31年 4月 22 日、24 日、25 日 

対象者 
ワクチン接種前抗体価検査結果 

陽性 不十分 陰性 

408 16 13 379 

 

＜ワクチン接種対象者＞ 

392 名：抗体価不十分・陰性と判定された学生 

 

＜日程＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ワクチン接種後抗体価検査結果＞ 

※追加接種の対象者は、ワクチン 3回接種後の抗体価検査で不十分・陰性と判定された学生 

 

 

 

 

 

ワクチン接種 1回目 5 月 23 日、24 日 

ワクチン接種 2回目 6 月 20 日、21 日 

ワクチン接種 3回目 11 月 7 日、8日 

ワクチン 3回接種後抗体価検査 12 月 5 日、6 日 

ワクチン追加接種 1 月 9日 

ワクチン追加接種後抗体価検査 2 月 6日 

ワクチン接種対象者 接種者 採血者 
ワクチン接種後抗体価検査結果 

陽性 不十分 陰性 

1 回接種 10 10 10 9 1 0 

3 回接種 382 378 377 356 15 6 

3 回接種後 

追加接種 
 21 21 20 12 5 3 
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（２）インフルエンザワクチン接種 

  
 ＜接種日＞ 
  内丸キャンパス：令和元年 10月 23 日(水)・24 日(木) 

  矢巾キャンパス：令和元年 10月 28 日(月)～11 月 2日(土) 

1年生 131       114      87.0%

2年生 136       104      76.5%

3年生 122       111      91.0%

4年生 136       47       34.6%

5年生 130       103      79.2%

6年生 143       97       67.8%

798       576      72.2%

1年生 53        40       75.5%

2年生 57        47       82.5%

3年生 53        36       67.9%

4年生 43        36       83.7%

5年生 68        61       89.7%

6年生 56        48       85.7%

330       268      81.2%

1年生 53        50       94.3%

2年生 83        65       78.3%

3年生 116       94       81.0%

4年生 97        86       88.7%

5年生 119       69       58.0%

6年生 147       132      89.8%

615       496      80.7%

1年生 88        86       97.7%

2年生 92        92       100.0%

3年生 94        91       96.8%

274       269      98.2%

1年生 34        33       97.1%

2年生 32        32       100.0%

3年生 32        32       100.0%

歯科技工学科 2年生 7         7        100.0%

105       104      99.0%

専攻科（地域） 20        20       100.0%

専攻科（助産） 15        15       100.0%

35        35       100.0%

2,157     1,748    81.0%

※対象者数：秋卒・休学・退学（予定含み）は対象から除く。

歯科衛生学科

合計

看護短大

看護短大　計

医療専門学校　計

看護学部　計

医学部

歯学部

薬学部

医学部　計

看護学部

本学での 接種率（％）学部 学年
対象者数※

（人）

接種者数
（人）

薬学部　計

歯学部　計
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３）心理検査 

 
＜実施検査＞ 
  UPI（学生精神的健康調査） 
  令和１年度から実施対象が全学部学生となり、実施形式をマークシート形式に変更した。 

 
＜実施日等＞ 

医学部 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
在籍学生数 131 137 122 136 131 144
実施者数 125 137 122 135 129 128
実施率 95.4% 100.0% 100.0% 99.3% 98.5% 88.9%
実施日 R1年5月10日 H31年4月26日 H31年4月24日 H31年4月25日 H31年4月22日 H31年4月22日

歯学部 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
在籍学生数 53 59 53 43 68 57
実施者数 53 54 50 42 68 56
実施率 100.0% 91.5% 94.3% 97.7% 100.0% 98.2%
実施日 R1年5月10日 H31年4月24日 H31年4月26日 H31年4月25日 H31年4月22日 H31年4月22日

薬学部 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
在籍学生数 53 83 116 98 119 207
実施者数 51 83 116 95 116 207
実施率 96.2% 100.0% 100.0% 96.9% 97.5% 100.0%
実施日 R1年5月10日 H31年4月24日 H31年4月26日 H31年4月26日

看護学部 １年 ２年 ３年
在籍学生数 90 93 95
実施者数 89 93 94
実施率 98.9% 100.0% 98.9%
実施日 R1年5月10日 H31年4月24日 H31年4月26日

＜結果＞

実施者数 平均値 ハイスコア者数 割合
医　１ 125 9.2 4 3.2%
医　２ 137 3.3 0 0%
医　３ 122 5.0 3 2.5%
医　４ 135 5.1 3 2.2%
医　５ 129 3.0 0 0%
医　６ 128 4.4 1 0.8%
歯　１ 53 10.2 0 0%
歯　２ 54 5.4 1 1.9%
歯　３ 50 9.4 3 6.0%
歯　４ 42 7.0 1 2.4%
歯　５ 68 7.6 2 2.9%
歯　６ 56 7.6 1 1.8%
薬　１ 51 10.9 2 3.9%
薬　２ 83 3.9 0 0%
薬　３ 116 6.9 3 2.6%
薬　４ 95 6.0 1 1.1%
薬　５ 116 6.0 0 0%
薬　６ 206 6.4 1 0.4%
看　１ 89 10.1 0 0%
看　２ 93 4.9 0 0%
看　３ 94 5.0 1 1.1%
全体 2042 10.5 27 1.3%

H31年4月24日
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＜UPI 学生精神的健康調査＞ 回答数が多かった上位３項目について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医学部

１年 ２年 ３年

1位 なんとなく不安である 首すじや肩がこる 気疲れがする

2位 首すじ肩がこる 気疲れがする 首すじや肩がこる

3位 やる気が出てこない 気分に波がありすぎる やる気が出てこない

歯学部

１年 ２年 ３年

1位 気疲れがする やる気が出てこない 気疲れがする

2位 体がだるい 首すじや肩がこる なんとなく不安である

3位 他人の視線が気になる 気分に波がありすぎる やる気が出てこない

気分に波がありすぎる

首すじや肩がこる

根気が続かない

決断力がない

ものごとに自信がもてない

薬学部

１年 ２年 ３年

1位 なんとなく不安である やる気が出てこない 首すじや肩がこる

2位 将来のことを心配しすぎる 気分に波がありすぎる 気疲れがする

3位 決断力がない 決断力がない やる気が出てこない

他人の視線が気になる

４年 ５年 ６年

1位 やる気が出てこない 首すじや肩がこる 首すじや肩がこる

2位 気疲れがする やる気が出てこない 気疲れがする

3位 記憶力が低下している 気疲れがする 記憶力が低下している

ものごとに自信がもてない

看護学部

１年 ２年

1位 なんとなく不安である 首すじや肩がこる

2位 やる気が出てこない やる気が出てこない

3位 気疲れがする 気分に波がありすぎる

根気が続かない
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４）禁煙対応 

 
＜禁煙支援＞ 

個人サポート  1名 

 

【内容】 

・ニコチン依存度チェック 

・ヘビースモーカーチェック 

・禁煙意志の確認 

・禁煙外来医療機関の説明（一覧表配付） 

・禁煙治療スケジュールの説明             

・禁煙治療費用の説明  

・離脱症状対処法の説明 

・定期的に確認、サポート        

 

＜禁煙パトロール＞ 

4 月から大学敷地内全面禁煙を受けパトロールを開始 

 毎月１回 30 分程度 大学キャンパス内及び大学周辺道路 

 ※清掃活動を兼ねて実施   

 

日 時 参加人数 

4 月 16 日（火） 16 時～16時 30 分 13 人 

5 月 14 日（火） 15 時 40 分～16 時 10 分 11 人 

6 月 18 日（火） 16 時～16時 30 分 19 人 

7 月 30 日（火） 16 時～16時 30 分 20 人 

8 月 27 日（火） 16 時～16時 30 分 16 人 

9 月 24 日（火） 16 時～16時 30 分 19 人 

10 月 15 日（火） 12 時～12 時 20 分 12 人 

11 月 12 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 10 人 

12 月 24 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 14 人 

1 月 28 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 13 人 

2 月 18 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 12 人 

3 月 17 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 13 人 

 

＜ポスター掲示＞ 

 ①禁煙パトロール 

 ②世界禁煙デー・禁煙週間       

 

＜健康管理センターだよりで周知＞ 

 ①禁煙パトロール 

 ②禁煙支援のお知らせ 
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対象者 参加者 参加率
医学部 131 109 （83.2%）
歯学部 53 47 （88.7%）
薬学部　　 53 47 （88.7%）
看護学部 90 86 （95.6%）

計 327 289 （88.4%）

医学部 66 （60.6%） 36 （33.0%） 102 （93.6%）
歯学部 26 （55.3%） 20 （42.6%） 46 （97.9%）
薬学部 20 （42.6%） 25 （53.2%） 45 （95.7%）
看護学部 6 （7.0%） 80 （93.0%） 86 （100.0%）

計 118 （40.8%） 161 （55.7%） 279 （96.5%）

男 女 計

※未回答あり

男 女 男 女 男 女 男 女
医学部 47(71.2%) 27(75.0%) 12(18.2%) 7(19.4%) 4(6.1%) 0 2(3.0%) 0
歯学部 14(53.8%) 14(70.0%) 9(34.6%) 5(25.0%) 1(3.8%) 0 1(3.8%) 0
薬学部 17(85.0%) 17(68.0%) 3(15.0%) 8(32.0%) 0 0 0 0
看護学部 6(100.0%) 66(82.5%) 0 12(15.0%) 0 0 0 0

計 84(71.2%) 124(77.0%) 24(20.3%) 32(19.9%) 5(4.2%) 0 3(2.5%) 0

④良くなかった①よかった ②ふつう ③あまり良くなかった

＜令和元年度 受動喫煙講習会 アンケート結果（1年生）＞ 

 

実施時期：令和元年 6月 28 日（金）13時～14 時 30 分 

 

１．参加者（率） 

 

 

 

 

 

 

 

２．アンケート結果 

（１）回収数（率） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今回の内容について 

  ①よかった  ②ふつう  ③あまり良くなかった  ④良くなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）感想をご自由に記載してください。 

  別紙 2のとおり 

 

（４）その他、取り上げてほしい内容・今後の希望等がありましたら記載してください。 

  別紙 3のとおり 
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＜別紙2＞

学生2（医男） たばこの危さを知れてよかった。

学生3（医男） 受動喫煙がどれほど害を及ぼしているかというのを知り、驚いた。

学生5（医男）
受動喫煙講習会に近いものを何度かしている気がする。今回の講義だけでよ
かった。

学生9（医男） よかった。涙がでた。（ねむくて）
学生10（医男） すばらしい。すっっごくためになった！！今年の講義で一番よかった。
学生13（医男） 受動喫煙がいかに有害であるか理解することができて大変良かったです。
学生14（医男） たばこの仕組みを少し理解することができた。
学生22（医男） 喫煙の危険について、またたばこ製造についての社会システムを理解できた。
学生26（医男） とてもためになる講習会であり、良かった。
学生30（医男） 受動喫煙がどれだけ周りに悪影響を与えているかがよく分かった。

学生33（医男）
図やデータなどがたくさん示されていて、受動喫煙の危険性を改めて感じるこ
とができた。

学生34（医男） 大変参考になった。

学生36（医女）
タバコを自分が吸っていなくても受動喫煙で、脳卒中などの可能性が非常に高
くなると分かった。

学生39（医男）
もっと「タバコよくない」だけ言いつづけるかと思ったが、意外とエビデンス
に基づいていた。

学生40（医女） 加熱式タバコも身体に相当悪いこともわかってよかったです。

学生42（医女）
電子たばこであっても、とても危険なものであるということがわかった。ま
た、受動喫煙の危険も改めて理解することができた。

学生43（医女） 煙草の危険性が改めて良く分かって良かった。
学生45（医女） グラフなどが用いられていて分かりやすかった。
学生46（医女） 受動喫煙についてくわしく知ることができた。
学生47（医女） 喫煙の怖さについて良くわかった。
学生48（医女） 有害物質が、３０～４０分つづくことを知らなかった。

学生51（医女）
タバコに関する広告に対して注意しなければならないことが具体的に述べられ
ていてよかった。

学生52（医女） たばこを吸わなくても被害があると知った。
学生57（歯男） タバコは改めて危険なものと感じた。
学生59（歯男） 受動喫煙についてよく知ることができ良かった。
学生61（歯男） 加熱式タバコや電子タバコに関する話は興味深ったです。

学生62（歯男）
タバコが健康に及ぼす影響はある程度知ってはいたが、本講習にて原因となる
物質等の知識が得られ、より理解が深まった。

学生63（歯男） タバコ以外でも電子タバコも人に有害な影響があることがわかった。
学生64（歯男） タバコの害悪さをよく知れた。

学生65（歯男）
アイコスも危険だなと思った。アイコスは大丈夫とかっていっていたけど
ちょっと思ったよりよくなかった。

学生66（歯男） 喫煙についての知識が深まった。

学生69（歯男）
今回の講座では、喫煙という行為が如何に体に害であるかや、受動喫煙によっ
て多くの命が失われているということをデータ・数値を用いて具体的に示して
頂いたので改めてこの行いの愚かさを理解できた。

学生70（歯男）
喫煙のリスク及び受動喫煙の危険性について改めて知ることができた。ありが
とうございました。

学生71（歯女）
ｉＱＯＳは受動喫煙になることに驚いた。たばこより、ｉＱＯＳたちの方が良
いと思っていたが、どっちにしろ残りのけむりの影響があることを知れてよ
かった。

学生72（歯女） タバコのけむりは他の人にも害しているということを知れた。
学生73（歯女） わかりやすかったです。
学生75（歯女） 分かりやすかった。

（３）感想をご自由に記載してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①有意義な講習会（誤解の修正）　　②大学へ意見・取組要望　　　③禁煙実行・推奨
④講義への意見・不満　　⑤感想・今後の希望

①
有
意
義
な
講
習
会
（

誤
解
の
修
正
）
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学生76（歯女）
①タバコの危険性を改めて意識することができた。
②周りや自分の身体に与える影響もくわしく知ることができたので良かった。

学生77（歯女）
タバコがどのようなしくみになっているかなどのことも詳しくしることができ
た。

学生78（歯女） たばこの危険性をよく知ることができたのでよかった。

学生79（歯女）
①公衆衛生学・医学的勉強にもつながる内容で聴きやすかった。
②受動喫煙をできるだけ減らせるよう、喫煙者との関わり方をより考えていき
たい。

学生80（歯女）
如何に煙草が害あるものかがよく分かった。また、今まで電子たばこのしむみ
がよく分かっていなかった為、説明して下さってとても有難かったです。電子
たばこも紙たばこと同じ様に危険なものだと知りました。

学生85（薬男）
タバコはいいことなどないとこがわかった。自身も相手も不幸にするものだと
改めて認識した。ＩＱＯＳでも、結果は病気になり、形を変えても意味はない
ことを学んだ。合法には何か欠点があると思った。

学生86（薬男）
受動喫煙によって肺の機能低下と肺ガンになりやすいのは知っていたが、全身
に健康影響が現れることが分かって良かった。

学生87（薬男）
紙だけではなくて、電子タバコの方も危険であることを知りました。とにかく
すわないのが一番だと思いました。

学生88（薬男）
電子タバコの構造についてや喫煙についての法律について学ぶことができたて
良かった。

学生90（薬男） 喫煙することの怖さが知れたこともいい機会だった。
学生93（薬男） たばこの怖さを知った。
学生97（薬女） 受動喫煙でも虚血性心疾患のリスクが１．３倍になることに驚いた。
学生98（薬女） 具体的な例を示してくださったので分かりやすく理解できました。

学生100（薬女）

①ｉＱＯＳについて、店頭にある商品リーフレットの内容をそのまま信じてい
たので、今回の講義の中で、ニコチン量は同程度含まれていること、巻たばこ
と同様に発がん性物質が発生することなどを知り、加熱式たばこに関する法律
もより厳しくすべきだと思った。
②たばこに関わりたくない人をより保護できる環境をつくらなければいけない
と思った。

学生101（薬女）
たばこは良くないと改めて思った。いろいろな害があるので怖いものだと思
う。

学生103（薬女）
①タバコの具体的な危険性を知ることができた。
②タバコ種類を理解できたので良かった。

学生104（薬女）
今回の構演会で、受動喫煙による健康被害の恐ろしさを知ったので、今後の生
活で気をつけたい。

学生105（薬女）
たばこを吸わない人でもたばこの煙で肺がんになる割合が多いことが分かっ
た。

学生106（薬女）たばこが危険な物だと改めて思いました。

学生111（看男）
受動喫煙でも健康に害を及ぼすことは知っていたが、想像より多くの危険があ
ることがわかった。

学生112（看女）多様化するタバコの種類とその危険性が理解できた。

学生116（看女）
受動喫煙による被害が分かった。喫煙している人が吸ってすぐ～３０分は害が
あることが知れた。ＩＱＯＳは安全なものだと思っていた。

学生117（看女）
たばこのこわさを改めて知った。電子たばこもこわいんだということがわかっ
た。一生吸いません。

学生118（看女）受動喫煙による健康への被害やたばこの危険性を改めて理解できました。
学生119（看女）受動喫煙だけでもこんなに害があるのが怖いなと思った。
学生120（看女）受動喫煙のリスクについてよく分かった。
学生122（看女）改めて、喫煙そして喫煙の怖さを知った。
学生124（看女）電子タバコの知識を知ることができたので良かったです。
学生125（看女）受動喫煙・能動喫煙・電子たばこについてたくさん知ることができました。

学生127（看女）
主流煙と副流煙とでは、副流煙中の方が発がん性物質の含有量が多いことを知
り、驚いた。また、加熱式タバコを使用することを喫煙でないと誤った考えの
人もいるのだなと思った。
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学生129（看女）

受動喫煙に対する誤解や加熱式タバコにも正しい知識が広まっておらず、私た
ちが思っている以上に、本人も周囲にも悪影響を及ぼすと知った。受動だけで
も多くの命をうばっているので、知識が広まり、そういった残念な死が減れば
いいと思う。
結婚相手はしっかり選びたい。

学生130（看女）受動喫煙による健康被害はとても大きいと分かった。
学生132（看女）受動喫煙について良くわかった。
学生135（看女）喫煙はいけないことだと思った。

学生137（看女）
電子たばこだからといって害がなくてすってもいいというものではないという
ことが分かった。

学生138（看女）
ＪＴの収入利益についてや、たばこを吸っているときだけが周りに害をあたえ
ているわけではないことがとても衝撃的であった。

学生140（看女）
１万４千人が受動喫煙によって亡くなっていることに驚いた。また、長崎大学
は喫煙者を採用しないなど、たばこの使用を防ぐ取り組みを行っていることを
知り、このような方針が多くの場所で広がってほしいと考える。

学生141（看女）ｉＱＯＳでも十分被害があることを知った。

学生144（看女）
今回、講義を受けたことによりどれだけ受動喫煙が危険であるのか再認識し
た。また加熱式たばこを周りで吸っている人がおり、誤解があるようなので、
自信をもって止めろと言いたいと思った。

学生145（看女）
たばこはデメリットだらけであることが分かりました。たばこを吸う人が減れ
ばいいなと思います。

学生146（看女）
受動喫煙で死んでしまう人がこんなにも多いことが分かった。周りに迷惑がか
かるので、たばこは吸いたくないし、なるべく吸ってる人の近くにいかないよ
うにしたい。

学生147（看女）加熱たばこと紙たばこのちがいがあまりないということを理解できました。

学生150（看女）
受動喫煙は自分だけでなく、大切な人にも害を与え、タバコがいかに悪いか分
かった。

学生151（看女）

父がｉＱＯＳを使用しているため、とても興味深い内容だった。ＩＱＯＳ使用
後、独特の臭いにおいが残り、具合悪くなるため、今すぐやめてほしいと思っ
た。また、喫煙者のせいで１５０００人もの日本人が毎年亡くなっているとい
うことを知ってもらい、間接的に殺人をしているということを自覚してほしい
と思った。

学生152（看女）喫煙による自分の健康被害、他人への健被害が大変よくわかりました。
学生153（看女）加熱式タバコについて知る機会があってよかった。
学生154（看女）受動喫煙の恐ろしさを改めて知れた。
学生156（看女）たばこ、喫煙に関する正しい知識を知ることができてよかった。
学生157（看女）電子タバコも体に有害であることがわかりました。

学生159（看女）
もし自分がたばこを吸ってしまったら、自分自身に健康被害を与えるだけでは
なく、身の周りの人の健康を害してしまうことが分かった。

学生161（看女）受動喫煙は体にものすごく悪いことが分かりました。

学生162（看女）
喫煙がどれだけ危険か、とても分かりやすかった。自分も知らないうちに受動
喫煙をしているかもしれないので、気をつけたいと思った。

学生163（看女）
主流煙よりも副流煙のほうが有害であることが分かった。禁煙者のほうが就職
に有利であることなども分かったのでみんなが治療を受けて禁煙者が増え、全
ての人が暮らしやすい日本になっていけばいいと思う。

学生164（看女）たばこについて深く知れてよかった。

学生165（看女）
タバコを吸う人が吸わない人にどれだけ悪い影響を与えているのかが分かっ
て、改めてタバコを吸うことは良くないことだと思いました。

学生167（看女）
①海外の各国のたばこに関する認識や、たばこの影響が詳しくわかった。
②絶対にたばこはすいたくないと思うし、周りの人々にもたばこをすってほし
くないと思った。

①
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学生168（看女）

①ＩＱＯＳをはじめさまざまなタイプのタバコが販売されているがどれも危険
だというこを感じた。
②受動喫煙での死亡数が非常に多く、驚いたし、罪のない人たちが喫煙者の影
響で命を落としていることが残念に感じた。

学生169（看女）

①受動喫煙が私たちにとってどれだけ危険なのかがわかった。能動喫煙よりも
受動喫煙のほうが害が大きいことがわかった。
②喫煙している人がたばこの危険性について理解して、これからの日本に喫煙
している人がいなくなってくれたらと思った。

学生170（看女）受動喫煙の重大さを知った。
学生171（看女）受動喫煙の死亡率も意外と高いことがわかった。

学生172（看女）
受動喫煙と能動喫煙による被害の大きさが分かった。吸った後、２０～３０分
は有害物質を吐き出していると分かった。

学生173（看女）
①受動喫煙もリスクが高いことがわかった。
②能動喫煙のリスク、受動喫煙のリスクが共に健康に大きな被害があることが
分かった。

学生174（看女）喫煙はどのような影響を及ぼすのかがわかりました。
学生16（医男） 喫煙者のいない大学を目指すなら、もっと徹底して取り組んでほしい。

学生107（看男）

①電子タバコで喫煙していたとしても、周りに及ぼす健康被害は発生する事を
知った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②タバコを吸う人が無く
なり、人々の健康が維持される世界になれば良いと思う。
➂早急に岩手医科大学も全面禁煙するべきである。

学生136（看女）
①喫煙、受動喫煙の危険性について学ぶことができた。
②岩手医大も禁煙を徹底してほしいと思った。

学生24（医男） 兄に禁煙を勧めたいと思います。
学生29（医男） 喫煙のこわさを改めて実感した。今後も吸わないようにする。

学生37（医女）
①今回の講演会を聞いて、他人のタバコによって、全く関係のない人が被害を
受けるのは嫌だと思った。
②禁煙の対策をうまく使って、タバコをやめてもらいたい。

学生41（医女）
①思っていた以上に受動喫煙が害があることを知って驚いた。
②自分の父も電子タバコを吸っているのでぜひ今回の講義の内容を教えてあげ
たいと思った。

学生56（歯男） タバコは死ぬまで吸うまいと思った。
学生58（歯男） 喫煙をしません。
学生68（歯男） タバコは吸わない。

学生82（歯女）

電子タバコは身体に害がないと考えていたので真実を知り、以前と同様、自身
だけでなく他人の健康を害するのだと知った。また、タバコの害によって身体
に及ぶ影響やタバコが本当に危険であることを知れたので、タバコを吸ってい
る人に対しても話して、禁煙に取り組むよう説得しようと思えた。

学生89（薬男）
能動喫煙はもちろん受動喫煙の恐ろしさを知ることができた。医療人としての
健康を守ってく立場としてしっかり禁煙の意識を捉していけるようになりた

学生94（薬男）
今後の生前にいかしていきたいと思う。喫煙をすることは、自分にも他の人に
も害があるので私は喫煙はしないと決めました。

学生99（薬女）
友だちに喫煙している人がいるので、今日の講習会で学んだことを話してみよ
うと思います。

学生102（薬女）タバコは将来なにがあっても吸わないと決意しました。

学生110（看男）
ｉＱＯＳを初めて知った。広告を見るだけだと有害性は低いと思ってしまう。
本当の有害性を周りにもっと周知するべきだと思った。

学生113（看女）
受動喫煙も能動喫煙もどちらも受ける健康被害は大きいことに変わりがないこ
とがわかった。タバコに手をださないようにしようと改めて思った。

学生115（看女）
私の両親２人とも喫煙者で小さい頃から受動喫煙してしまっている身でもある
ので、改めて喫煙はよくないと思った。タバコは絶対吸わない。周りで吸おう
としてる人がいれば止める。

②
大
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望
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学生121（看女）喫煙は絶対にしないし、周りの人にもしてほしくないと思った。

学生126（看女）
自分の周り（家族）に吸っている人がいるので禁煙するよう声がけを行いたい
と思った。

学生128（看女）
紙巻たばこよりも加熱式たばこの方が害が小さいと考えている喫煙者は多いと
思うが、そのようなことは一切ないということを分かってほしいと思う。周り
の人の為にもやめてほしい。

学生131（看女）私自身受動喫煙に気をつけ、また、喫煙者である父とも話をしようと思った。

学生139（看女）
たばこの危険性がよく分かった。健康への影響が大きいため、吸っている友達
がいたら、やめるように言う勇気を持ちたい。

学生142（看女）
医療人を目指すものとして、自己の健康を守るのはもちろんですが、他人の健
康を害さないためにも、喫煙をしないことや、喫煙者にもやめるように促して
いきたい。

学生149（看女）
①父がたばこをやめてくれるように今日の資料をみせたいと思った。
②たばこ会社が年間で１４万人も殺していることは知らなかった。そんなのに
お金を使ってほしくないと思った。

学生158（看女）
①たばこの種類や、電子たばこのことが分かった。
②父にもすすめてみたいと思う（禁煙）。

学生160（看女）
煙喫は体によくないということが改めて分かった。
絶対にタバコは吸いたくない。

学生1（医男）
科学的根拠を示してくれるのはありがたいが、自分が正しいと思うことを主張
する様は、空恐ろしく感じる。事実の提示と、意思の強要は異なる。

学生4（医男）
喫煙しないし、する気もないのになんでこの講義を受けないといけないのかと
思った。喫煙者かどうかだけで人間関係をせばめることは現在の環境では難か
しい。

学生7（医男） 元々嫌いなタバコですが、うまく禁煙の手伝いができればいいのにと思いまし

学生12（医男）

加熱式煙草の害は紙巻きよりも少なく、種類によって大きな差があることが資
料のデータからも読み取れるが、さも全ての加熱式煙草が紙巻き煙草と同等の
害があるかのように話していた。また、煙草に限った話ではないことを持ち出
したり、理由を具体的に述べずに「許せない」「素晴らしい」などの発言を連
呼、喫煙者の人権に触れるようなことを遠回しに要求など、煙草への過剰なネ
ガキャンが目立つ一方、禁煙のための取り組みへの説明が少なく、一方的な主
張に感じた。

学生17（医男） 喫煙者だけで集めるべき。良い迷惑であった。

学生31（医男）

喫煙及び受動喫煙の危険性や、国・自治体としての取り組みに関しては学びが
あったが、受動喫煙を個人的に防ぐ方法についてはほとんど提示されておら
ず、結局はノンスモーカーがたばこの影響を受けずに生きる術を知ることがで
きなかった。

学生53（歯男） 治療の部分の話しをもう少し多く、話してもいいと思った。

学生54（歯男）

①煙草が有害だといって、一方的に煙草を規制すると社会的に何かしらの問題
が生じ、喫煙者たちも素直にやめれないと思われるので、煙草より大麻などの
より無害なものを解禁した方が良いのでは思った。
②「たばこをなくしたいなら代用品を」という意見があると思われる。

学生60（歯男）
講師の言い回しが不快。たばこで親が殺されたのかという位の物言い。需要と
供給の元に成り立ってる事で、客観的ではなく主観的な発言も度々見られた。
自分は吸わない方だが、他人に迷惑わかけないのなら好きにしていい。

学生81（歯女） 喫煙者に対しての講義にしてほしい。
学生108（看男）医学部の喫煙者にかぎって、遅れて講義を受けていて意味がないと思った。

学生109（看男）
改めて‘‘受動喫煙’’の危険性について知れた良い機会であった。ただし、
この講習会のあとに喫煙している学生がどのような行動をとっていくのかにつ
いて、きちんと調査していく必要があると思う。

④
講
義
へ
の
意
見
・
不
満

③
禁
煙
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行
・
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学生6（医男） 受動喫煙をしないように喫煙者の近くに行かないようにしたい。

学生8（医男）
タバコは喫煙者にも非喫煙者にも害を与えるにもかかわらず、本学生がタバコ
を使用している事実に残念に思う。

学生11（医男）
①喫煙している人は、周りの大切な人を傷付けていると感じた。
②タバコと酒の有害性の比較はないのですか？

学生15（医男） 喫煙者は許せないなと思いました！！
学生18（医男） タバコは絶対だめだと再度自覚しました。

学生19（医男）
私は気管支ぜんそくがあるので受動喫煙をしないように注意はしているが、今
回の講演を聞いてもっと気をつけていと思えたので良かった。

学生20（医男） 楽しかったです。
学生21（医男） たばこは吸いたくないと思いました。
学生23（医男） 良かったです。
学生25（医男） 自分がすわないだけでなく、周りにも気をつけなければならないと感じた。

学生27（医男）
自分がタバコを吸うことができないし、今後も吸うつもりはないから、タバコ
の話は自分にはあまり関係ないのではないかと思っていたが、受動喫煙の悪影
響が大きくて驚いた。喫煙に対してはっきりＮＯと言うためにも、正しい知識

学生28（医男） 疲れました。
学生32（医男） 喫煙は医療人にふさわしくないと分かった。
学生35（医男） おもしろかった。

学生38（医女）
喫煙をしていないため他人事だと思っていたが、近くに喫煙者がいるだけで大
きな影響をうけていると知ったので、周りの環境にも気を配ろうと思った。

学生44（医女）

①学生でも喫煙している人が多く、授業中、隣の席になるとその臭いで頭が痛
くなり気持ち悪くなる。
②今回の講習を受けて受動喫煙のリスクを聞き、周りにいるだけで理不尽に害
を受けることに対して、非常にやるせない気持ちになった。

学生49（医女） 興味深かった。喫煙者が減ると良いなと思う。
学生50（医女） 受動喫煙から自分を守って、健康に長生きしたいです。
学生55（歯男） ずらずらと専門用語を言われても良く分からなかった。

学生67（歯男）
能動喫煙者は本人はもちろんのこと、周りの人の健康も害するという話が印象
的だった。

学生74（歯女）
喫煙はしていないが、吸っている人の近くに行くことはあるため、気をつけよ
うと思った。

学生83（歯女） 喫煙・受動喫煙とも健康に良くない。
学生84（歯女） 周囲に喫煙者がいるので周りへの害を考えてほしいときちんと伝えようと感じ

学生91（薬男）
５月末から禁煙を実行しており、約１か月続いています。今後もがんばって続
け、成功させたいと思います。

学生92（薬男） 改めてタバコを吸わないと決めた。

学生95（薬女）
こうしてタバコが体によくないって言うことが改めてわかったけど、それでも
タバコを吸う人がいる点が正直りかいできないです。

学生96（薬女） 喫煙だけでなく、受動喫煙にも気を付けていたいと改めて感じた。

学生114（看女）
今流行している電子タバコも、紙巻きタバコと大して害は変わらないと知っ
て、タバコを吸う人とは距離を置こう思った。

学生123（看女）受動喫煙で自分に害にあるようなことを防いでいきたい。

学生133（看女）
タバコをつくっている側の人たちは依存者を増やそうと必死なことが分かっ
た。私たちもなるべく受動喫煙しないように気を付けたい。

学生134（看女）受動喫煙からしっかりと身を守りたいと思った。

学生143（看女）
喫煙は自分だけでなく周囲の人にも迷惑がかかるので、喫煙を許すような環境
をつくってはいけないと思った。また、喫煙者はすぐに禁煙はできないと思う
ので、少しずつ禁煙にしていくことが大切だと思った。

学生148（看女）
身近にいる大人で喫煙している人があまりいなかったため、たばこに対して関
心をもっていなかったが、今回お話を聞いてこれからは意識して気を付けたい
と感じました。

⑤
感
想
・
今
後
の
希
望
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学生155（看女）
喫煙者で「アイコスだからいいでしょ」みたいに言う人がいるけど、非喫煙者
からしたらたばこは全部同じだと思っていたから今回の講義を聞いて間違って
いなくて良かった。

学生166（看女）
気が付かない間に煙の害を受けていることを喫煙者も非喫煙者も認識すべきだ
と思った。

学生175（看女）喫煙は良くないと改めて実感した。

学生176（看女）受動喫煙は本当に迷惑なので、きちんと国での対策を行ってほしいと思った。

⑤
感
想
・
今
後
の
希
望

＜別紙3＞
（４）その他、取り上げてほしい内容・今後の希望等がありましたら記載してください。

【医学部】
男

学生1 こういう呼びかけは続けるべきである。
学生2 喫煙者だけ集めてやってほしい。
学生3 日本の医療と世界の医療、都市部とそれ以外の医療(偏在について)
学生4 性病
学生5 非喫煙者をよぶのはどうかと思う。
学生6 今後ともこの活動をつづけてほしいと思う。
学生7 「刷り込み」ではなく、「説明」による講習にして欲しい。
学生8 タバコの話が多いので違う話がいいなと思いました。
学生9 早く全面禁煙にしましょう。
学生10 なぜ、すってしまうのか、やめられないのか
学生11 タバコによる精子への影響。
【医学部】

女

学生12
喫煙者の友人をつくるなというよりも、喫煙者の先輩を何とかしてほしい。先輩だ
と、やはり言いにくいところがある。

学生13 長崎大学のような取り組みが行われてほしいと願う。

学生14
教員でタバコを吸っている人がどのくらいの割合いるのかを調べて、講義などで取り
上げてほしい。

【歯学部】
男

学生15 煙草と良く似ているアロマパイプの害について

学生16 能動喫煙の被害について

学生17
講師を変えるか、希望者制或いは、愛煙家のみにして欲しい。　資料だけで良い。
講師が黒い典型的な例。

学生18 統合失調症について取り上げてほしい。

学生19
全く関係ないのですが、人の集中力の持続時間及びその時間ののばし方について講習
会があればよいと思います。

学生20 ゲームの依存について

学生21
ニコチンの依存もあると思うが、タバコと吸うのがカッコイイというように思ってい
る人もいると思うので、そういった社会的な風潮もあってタバコを吸う人がいると考
える。よって、社会的な風潮を変えていかねばいけないと思った。

【歯学部】
女

なし



 

- 39 - 
 

 
【薬学部】

男

学生22
歩きタバコはいけないと思う。タバコ吸うのは自由だと思うが、周りに迷惑かけない
方法はないのかと思った。

学生23 歩きタバコをしている人を法律でさばけるのでしょうか。

【薬学部】
女

なし

【看護学部】
男

なし

【看護学部】
女

学生24
日本における、たばこの広告や注意書きについてのことをもっと取り上げていってほ
しいと思いました。

学生25 救命救急
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３．職員健康管理実施状況 

 

１）職員健康診断 

 

（１）一般健康診断 

 

① 雇入時健康診断 

 
＜健診項目＞ 

既往歴および業務歴の調査、自覚症状および他覚症状の有無、身長、体重、BMI、腹囲、視力、聴力、胸部X

線撮影、血圧、尿検査、血液検査（貧血、肝機能、血中脂質、糖代謝）、心電図検査、内科診察、Tスポット

検査、麻疹・風疹・流行性耳下腺炎・水痘抗体検査 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

正規職員 臨時職員 合計

対象者 284 60 344

受診者 284 60 344

未受診者 0 0 0

受診率 100.0% 100.0% 100.0%

正規職員 臨時職員 合計

A：特記事項なし 65 14 79

B：要経過観察 133 23 156

C-1：要治療継続 15 8 23

C-2：要受診 71 15 86

C-2（要受診）報告書提出状況

正規職員 臨時職員 合計

提出者 37 15 52

提出率 52.1% 100.0% 60.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合判定結果

A：特記事項なし B：要経過観察

C-1：要治療継続 C-2：要受診

344人 45% 7%23% 25%

ｎ＝110(複数該当あり） 
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附属病院 内丸 矢巾 全体 C-2（要受診）報告書
対象者 2,354 256 314 2,924 提出状況

受診者 2,354 256 313 2,923 C-2 620

未受診者 0 0 1 1 提出者 303
受診率 100.0% 100.0% 99.7% 99.9% 提出率 48.9%

② 定期健康診断 

 
＜健診項目＞ 

既往歴の調査、自覚症状および他覚症状の有無、身長、体重、BMI、腹囲（35歳・40歳以上）、視力、聴力、

胸部X線撮影、血圧、血液検査（貧血、肝機能、血中脂質、糖代謝）、尿検査、心電図検査（35歳・40歳

以上）、内科診察、眼底検査（前年度の健診結果、血糖・脂質・血圧・BMIの4項目有所見者） 

 
＜実施日＞ 
内丸キャンパス：令和元年5月27日（月）～5月31日（金） 

矢巾キャンパス：平成元年6月3日（月）、6月4日（火） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   

ｎ＝620(複数該当あり） 
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各項目別判定結果 
 

＜眼底検査＞ 前年度の健診結果、血糖・脂質・血圧・BMI の 4項目有所見者 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜心電図検査＞ 35 歳・40 歳以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象者 98 A：特記事項なし 83
受診者 93 B：要経過観察 1
未受診者 5 C-1：要治療継続 5
受診率 94.9% C-2：要受診 4

対象者 1,444 特記事項なし 1,391
受診者 1,443 要経過観察 9
未受診者 1 要受診 43
受診率 99.9%
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 ③ 特定業務従事者健康診断（特殊健康診断等） 

 
＜健診項目＞ 

既往歴の調査、自覚症状および他覚症状の有無、身長、体重、BMI、視力、聴力、血圧、尿検査、内科診察 

※血液検査（貧血、肝機能、血中脂質、糖代謝）、※心電図検査（35歳・40歳以上） 

※は、産業医の判断で省略できる 
 
＜実施日＞ 
 矢巾地区：令和元年11月19日（火）～22日（金） 

  内丸地区：令和元年11月19日（火）～29日（金） 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 1,425

受診者 1,425

未受診者 0

受診率 100.0%

C－2（要受診）報告書

提出状況

C－2 157

提出者 29

提出率 18.5%

ｎ＝157（複数該当あり）

40％ 37％ 13％ 10％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1425人

総合判定結果

A：特記事項なし B：要経過観察 C－1：要治療継続 C－2：要受診

0 5 10 15 20 25 30 35 40

TC

内科

貧血

心電図

糖代謝

TG

LDL

血圧

肝機能

尿糖

尿蛋白

総合判定C-2（要受診）項目の内訳
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（２）特殊健康診断 

 
① 有機溶剤・特定化学物質等健康診断 

 
＜実施日（上期）＞  
令和元年5月27日（月）～31日（金）、6月3日（月）～4日（火） 

 

対象者 188 

受診者 188 

受診率 100.0％ 

 

 

＜実施日（下期）＞ 

令和元年11月19日（火）～22日（金）、25（月）～29（金） 

対象者 203 

受診者 203 

受診率 100.0% 

 

 

 
管理Ａ  特殊健康診断のすべての検査項目に異常が認められない者 
管理Ｂ  検査項目に異常を認めるが、産業医が精査を必要としないと判断した者 
    （管理Ｃには該当しないが、当該因子による疑いのある異常が認められる者） 

管理Ｃ  当該因子による疾患に罹患している者 
管理Ｒ  当該因子によらないが、曝露により増悪するおそれがある疾病・異常を認める場合 
管理Ｔ  当該因子によらない疾病・異常を認める場合 
    （当該疾病に対する療養その他の処置を必要とする） 

 
 
② 電離放射線健康診断 

 
  ＜実施日（上期）＞ 

 令和元年5月27日（月）～6月4日（火） 

＜判定結果＞ 
 
 
 
 

 
  ＜実施日（下期）＞ 

 令和元年11月19日（火）～22日（金） 

＜判定結果＞ 
   
 
 
 

管理Ａ 162 

管理Ｂ 26 

管理Ｃ 0 

管理Ｒ 0 

管理Ｔ 0 

管理Ａ 191 

管理Ｂ 12 

管理Ｃ 0 

管理Ｒ 0 

管理Ｔ 0 

A：特記事項なし 516 

B：要経過観察 0 

C：要治療・要精密検査 0 

D：要措置（業務配慮・業務配置転換等） 0 

対象者 516 

受診者 516 

受診率 100% 

対象者 473 

受診者 473 

受診率 100% 

A：特記事項なし 473 

B：要経過観察 0 

C：要治療・要精密検査 0 

D：要措置（業務配慮・業務配置転換等） 0 
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③ 石綿健康診断 

 
＜実施日（上期）＞ 
令和元年 5月 27 日（月）～31日（金） 

 
   
 
 
 

 
 
 
 
 

＜実施日（下期）＞ 
令和元年 12 月 2 日（水）～6日（金） 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
管理Ａ  第一次健康診断のすべての検査項目に異常が認められない者 
管理Ｂ-1 第一次健康診断のある検査項目に異常を認めるが、医師が第二次健康診断を必要としな

いと判断した者 
管理Ｂ-2 健康診断の結果、管理 C には該当しないが、当該因子によるかまたは当該因子による疑

いのある異常が認められる者 
管理Ｃ  第二次健康診断の結果、当該因子による疾患に罹患している者 
管理Ｒ  健康診断の結果、当該因子による疾病または異常を認めないが、当該業務に就業するこ

とにより増悪するおそれのある疾病にかかっている場合または異常が認められる者 
管理Ｔ  健康診断の結果、当該因子以外の原因による疾病にかかっている場合または異常が認め

られる者（管理 R に属するものを除く） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象者 27 

受診者 27 

受診率 100.0% 

管理Ａ 27 

管理Ｂ-1 0 

管理Ｂ-2 0 

管理Ｃ 0 

管理Ｒ 0 

管理Ｔ 0 

対象者 26 

受診者 26 

受診率 100.0% 

管理Ａ 26 

管理Ｂ-1 0 

管理Ｂ-2 0 

管理Ｃ 0 

管理Ｒ 0 

管理Ｔ 0 
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（３）その他 

 

① ＶＤＴ作業者健康診断 

 

 ＜実施日＞ 令和元年 5月 22 日（水）～6月 4日（火） 

 

ＶＤＴ作業者 3,194 名 

二次検診対象者（面接希望者） 3 名 

二次検診実施者 2 名 

 

 

② 胃がん検診（40 歳以上の希望者） 

 

＜実施日＞ 令和元年 5月 27 日（月）～6月 14 日（金） 

 
 
 
 
 
 

 
 
③ 大腸がん検診（40歳以上の希望者） 

 

＜実施日＞ 令和元年 12月 2 日（月）～10日（火） 

 
       ＜矢巾＞ 

 
 
 
 
 

 
       ＜内丸＞ 

 
 
 
 
 

 

 

④ 結核接触者健診 

 

     発症なし 
 
 

対象者 1,388 

受診者 386 

受診率 27,8％ 

異常なし 295 

要経過観察 81 

要精密検査 10 

対象者 1,116 

受診者 343 

受診率 30,7％ 

異常なし 327 

要精密検査 16 

対象者 265 

受診者 97 

受診率 36,6％ 

異常なし 91 

要精密検査 6 
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２）各種ワクチン接種 

 
（１）Ｂ型肝炎ワクチン接種 

 
＜ワクチン接種前抗体価検査結果＞ 実施日：令和元年 5月 27 日～6月 4日 

対象者 

（希望者） 
検査実施者 

ワクチン接種前抗体価検査結果 

陽性 不十分 陰性 

1,195 1,168 766 195 207 

 

＜ワクチン接種対象者＞ 

  402 名：抗体価不十分・陰性と判定された職員（事務職等 18 名を除く） 

 

＜日程＞ 

ワクチン接種 1回目 7 月 23 日、24 日 

ワクチン 1回接種後抗体価検査・ワクチン接種 2回目 8 月 20 日、21 日 

ワクチン接種 3回目 1 月 7日、8日 

ワクチン 3回接種後抗体価検査 2 月 4日、5 日 

ワクチン追加接種 2 月 25 日 

ワクチン追加接種後抗体価検査 3 月 24 日、25 日 

 

 ＜ワクチン接種後抗体価検査結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※追加接種の対象者は、ワクチン 3回接種後の抗体価検査で不十分・陰性と判定された職員 

 
（２）Ｃ型肝炎抗体検査 

 
  ＜実施日＞ 令和元年 5月 27 日（月）～6月 4日（火） 

 
＜判定結果＞ 

 
 
 
 
 

ワクチン接種対象者 接種者 採血者 
ワクチン接種後抗体価検査結果 

陽性 不十分 陰性 

1 回接種 138 98 88 88 0 0 

1 回倍量接種 57 37 33 33 0 0 

3 回接種 191 76 71 65 4 2 

3 回接種後 

追加接種 
6 2 2 0 0 2 

対象者(希望者） 1,208 

検査実施者 1,160 

陰性 1,158 

疑陽性（要受診） 2 
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（３）水痘・風疹・流行性耳下腺炎抗体価検査およびワクチン接種 

 
 ＜平成 31 年 4 月 1 日在籍者＞ 

麻疹 風疹 流行性耳下腺炎 水痘

対象者 3,284 3,284 3,284 3,284

実施者 2,960 2,960 2,960 2,960

要ﾜｸﾁﾝ者 1,781 722 1,257 118

接種者 483 209 308 28

接種率 27.1% 28.9% 24.5% 23.7%

抗体価保有率 56.1% 82.7% 67.9% 97.0%

※抗体価保有率＝[（実施者－要ﾜｸﾁﾝ）+接種者]/実施者×100

 
 

＜平成 31年 4月 2日以降採用者＞ 

 

麻疹 風疹 流行性耳下腺炎 水痘

対象者 85 85 85 85

実施者 85 85 85 85

要ﾜｸﾁﾝ者 57 27 38 2

接種者 32 18 23 1

接種率 56.1% 66.7% 60.5% 50.0%

抗体価保有率 70.6% 89.4% 82.4% 98.8%

※抗体価保有率＝[（実施者－要ﾜｸﾁﾝ）+接種者]/実施者×100
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（４）インフルエンザワクチン接種（職員・大学院生） 

 
 ＜接種日＞内丸キャンパス：令和元年 10月 23 日（水）・24 日（木） 

      矢巾キャンパス：令和元年 10月 28 日（月）～11月 2日（土） 

 

＜職員・大学院生全体＞

対象者数 接種者数 対象者の接種率

3,157 2,729 86.4%

＜地区別の詳細（病院は職種別）＞

①附属病院（大学院生・職員）

対象者数 接種者数 対象者の接種率

488 361 74.0%

1173 1087 92.7%

339 306 90.3%

136 118 86.8%

2136 1872 87.6%

※その他：ボイラー技士、自動車運転手、技術員等

②内丸メディカルセンター（大学院生・職員）

対象者数 接種者数 対象者の接種率

12 9 75.0%

141 101 71.6%

110 103 93.6%

127 113 89.0%

21 19 90.5%

411 345 83.9%

③矢巾キャンパス(大学院生・職員)

対象者数 接種者数 対象者の接種率

554 459 82.9%

④内丸キャンパス（職員）

対象者数 接種者数 対象者の接種率

56 53 94.6%

　合　計

医　師

看護職

コメディカル

医師以外の教員・事務・その他※

　合　計

医　師

歯科医師

看護職

合　計

コメディカル

医師以外の教員・事務

合　計

合　計
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＜インフルエンザ発生状況＞ 
  ＜内訳＞

ワクチン接種者数 ワクチン接種者数 ワクチン接種者数 ワクチン接種者数

3,157 2,729 428 86.4% 115 104 3.6% 86 79 14 14 15 11

2,157 1,748 409 81.0% 32 26 1.5% 27 22 4 4 2 1

458 436 22 95.2% 8 8 1.7% 8 8 0 0 0 0

5,772 4,913 859 85.1% 155 138 2.7% 121 109 18 18 17 12

※学生1名：インフルエンザA型・B型の両方に同時感染のため「型」については重複させて計算

【職員・学生の詳細】

ワクチン接種者数 ワクチン接種者数 ワクチン接種者数 ワクチン接種者数

2,547 2,217 330 87.0% 106 96 4.2% 80 73 13 13 13 10

610 512 98 83.9% 9 8 1.5% 6 6 1 1 2 1

798 576 222 72.2% 9 8 1.1% 9 8 0 0 0 0

330 268 62 81.2% 13 9 3.9% 12 8 2 2 0 0

615 496 119 80.7% 5 4 0.8% 4 4 0 0 1 0

274 269 5 98.2% 2 2 0.7% 1 1 0 0 1 1

35 35 0 100.0% 0 0 0.0% 0 0 0 0 0 0

105 104 1 99.0% 3 3 2.9% 1 1 2 2 0 0

5,314 4,477 837 84.2% 147 130 2.8% 113 101 18 18 17 12

※職員に大学院生を含む
※職員について：附属病院移転前後で地区編成変更の関係により、地区毎ではなく病院・病院以外で集計

※歯学部学生1名：インフルエンザA型・B型の両方に同時感染のため「型」については重複させて計算

未接種者数 接種率
発症者数

発症率
発症者数 発症者数 発症者数

職員（大学院生含む）

インフルエンザワクチン接種
インフルエンザ発症者

（A型・Ｂ型・インフルエンザ様
症状）

インフルエンザA型 インフルエンザB型 インフルエンザ様症状

対象者数 接種者数

発症者数 発症者数

学生

その他（希望者）

合計

※その他　：　聴講生、研究員・非常勤医師・研究捕手、業務委託・派遣職員、他団体

インフルエンザワクチン接種
インフルエンザ発症者

（A型・Ｂ型・インフルエンザ様
症状）

インフルエンザA型

看護学部

看護短大

インフルエンザB型 インフルエンザ様症状

対象者数 接種者数 未接種者数 接種率

発症者数

発症率

医療専門学校

総　　数

発症者数

職員
（大学院
生含む）

病院職員

病院職員以外

学生

医学部

歯学部

薬学部
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３）長時間労働者への産業医による面接指導 

  ※平成 31年度から法改正により集計変更 

※産業医面接は、本人希望と産業医の判断で必要と認めた者  

 

＜管理職者以外＞                            （単位：件） 

対象月 

対象者 面接申出書 

ﾁｪｯｸﾘｽﾄ 

提出者 

面接 

希望者 
産業医 

面接者 
上司 

面接 6 ｹ月平均で 

45 時間以上 
1 ｹ月で 

80 時間以上 
計 

4 月 58 21 79 77 0 1 0 

5 月 58 22 80 79 1 1 0 

6 月 48 18 66 66 1 2 0 

7 月 59 23 82 81 1 1 0 

8 月 67 27 94 94 2 5 0 

9 月 66 56 122 121 2 14 1 

10 月 94 24 118 117 5 11 0 

11 月 96 10 106 105 2 6 0 

12 月 87 12 99 96 1 6 0 

1 月 83 3 86 84 1 1 0 

2 月 73 6 79 75 1 1 0 

3 月 58 16 74 74 1 2 0 

計 847 238 1085 1069 18 51 1 

          

 

   ＜管理職者＞                              （単位：件） 

対象月 

対象者 面接申出書 

ﾁｪｯｸﾘｽﾄ 

提出者 

面接 

希望者 
産業医 

面接者 
上司 

面接 6 ｹ月平均で 

45 時間以上 
1 ｹ月で 

80 時間以上 
計 

4 月 0 4 4 4 0 0 0 

5 月 0 2 2 2 0 0 0 

6 月 0 4 4 4 4 0 0 

7 月 0 10 10 10 0 0 0 

8 月 0 6 6 6 0 0 0 

9 月 36 10 46 46 2 5 0 

10 月 43 1 44 44 0 3 0 

11 月 36 1 37 37 1 3 0 

12 月 32 1 33 33 2 0 0 

1 月 21 0 21 21 0 0 0 

2 月 20 1 21 21 0 0 0 

3 月 21 1 22 22 0 0 0 

計 209 41 250 250 9 11 0 

※管理職者は平成 31 年度から集計開始        
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４）ストレスチェック 
 
 ＜実施期間＞ 

令和元年 6月 13 日（木）～6月 26 日（水） 
 
 ＜実施状況＞ 

 対象者数 受検者 受検率 

内丸 2,566 1,525 59,4％ 

矢巾 354 272 76,8％ 

合計 2,920 1,797 61,5％ 

 
 ＜面接指導期間＞ 

令和元年 7月 10 日（水）、7月 11 日（木）、7月 12 日（金）、7月 23 日（火）、7月 29 日（月） 

7 月 30 日（火）、8月 23 日（金） 

 

５）職場巡視 

 

＜実施日＞ 

令和元年 11 月 28 日（木） 

 

＜巡視内容＞ 

・温度、湿度、照度、騒音、整理整頓等について 

・薬品の管理環境の状況について 

・情報機器作業環境について 

 ・有機溶剤・特定化学物質使用の有無及び作業状況について 

 ・作業の導線など 

 

＜巡視場所＞ 

①薬用植物園 

②動物研究センター 
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６）針刺し粘膜暴露事故対応 

 

 ＜月別発生件数＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
＜発生時間帯＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜職種別発生件数＞ 
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＜事故発生場所＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜事故の発生状況＞ 
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７）禁煙対応 

 ＜禁煙パトロール＞ 

4 月から大学敷地内全面禁煙を受けパトロールを開始 

   毎月１回  30 分程度  大学キャンパス内及び大学周辺道路 

   ※清掃活動を兼ねて実施   

 

日   時 参加人数 

4 月 16 日（火） 16 時～16 時 30 分 13 人 

5 月 14 日（火） 15 時 40 分～16 時 10 分 11 人 

6 月 18 日（火） 16 時～16 時 30 分 19 人 

7 月 30 日（火） 16 時～16 時 30 分 20 人 

8 月 27 日（火） 16 時～16 時 30 分 16 人 

9 月 24 日（火） 16 時～16 時 30 分 19 人 

10 月 15 日（火） 12 時～12 時 20 分 12 人 

11 月 12 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 10 人 

12 月 24 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 14 人 

1 月 28 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 13 人 

2 月 18 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 12 人 

3 月 17 日（火） 12 時 30 分～12 時 50 分 13 人 

   

＜ポスター掲示＞ 

   ①禁煙パトロール 

   ②世界禁煙デー・禁煙週間 

 

＜健康管理センターだよりで周知＞ 

   ①禁煙パトロール 

   ②禁煙支援のお知らせ 
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Ⅲ 平成 31 年度／令和元年度 

健康管理センター利用状況 
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Ⅲ 健康管理センター利用状況 
１．健康相談 
１）学生 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
医学部 3 6 4 3 4 1 6 6 7 3 2 1 46
歯学部 6 6 5 4 1 2 4 4 2 3 0 0 37
薬学部 7 17 10 0 2 7 4 8 4 1 1 2 63
看護学部 2 0 1 8 0 0 0 2 5 1 0 0 19
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2
医学部 1 8 7 1 0 3 1 1 0 2 4 0 28
歯学部 3 4 3 1 0 2 4 0 0 0 0 0 17
薬学部 1 3 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 8
看護学部 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歯学部 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
薬学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学部 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 0 1 0 1 0 1 1 2 2 1 0 1 10
歯学部 2 0 3 0 0 0 1 1 3 0 0 0 10
薬学部 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3
看護学部 2 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 6
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
歯学部 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
薬学部 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3
看護学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
歯学部 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 4
薬学部 1 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4
看護学部 0 1 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 5
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
歯学部 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
薬学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
歯学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歯学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
歯学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 2 5 4 2 1 0 0 1 4 5 5 1 30
歯学部 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4
薬学部 1 0 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 5
看護学部 3 0 1 4 0 1 0 1 0 0 0 0 10
専門学校・看護短大等 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2
医学部 0 2 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 5
歯学部 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2
薬学部 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 3
看護学部 1 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4
専門学校・看護短大等 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 5
医学部 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
歯学部 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4
薬学部 0 0 4 1 0 0 2 0 0 0 0 0 7
看護学部 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
歯学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
薬学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医学部 1 57 15 12 0 0 0 0 0 0 0 0 85
歯学部 0 29 3 6 0 0 0 0 0 0 0 0 38
薬学部 0 69 32 10 0 0 4 0 0 0 0 0 115
看護学部 2 46 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54
専門学校・看護短大等 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
医学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10
歯学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3
薬学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護学部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
専門学校・看護短大等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

45 280 122 61 10 25 30 30 30 16 14 23

その他 1

健
　
康
　
相
　
談

その他 14

相
　
談
　
項
　
目

学校医相談 0

健康測定
（身長・体重・血圧・視力等）

299

計 686

相談的内容 51

健康診断
ワクチン接種

関連相談
19

健康診断
事後指導

19

歯科 3

泌尿器科 2

精神科 0

皮膚科 29

眼科 8

産婦人科 14

計

内科 167

外科 57

耳鼻科 3

 
※件数は延件数 

   
学生

健康診断個人票発行 467  
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２）職員 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

内科 2 1 1 3 1 2 1 3 6 2 1 2 25

外科 1 0 0 1 2 1 0 1 0 0 1 2 9

耳鼻科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

皮膚科 2 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 5

眼科 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

産婦人科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2

歯科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 2 2 0 2 0 0 2 4 5 4 3 25

0 1 1 2 2 1 0 0 0 2 0 3 12

0 0 2 4 0 3 0 0 0 0 0 1 10

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4

11 4 8 12 7 7 1 7 11 9 7 15 99

相
談
項
目

健
康
相
談

相談的内容

健康診断ワクチン接種関連相談

健康診断事後指導

産業医相談

その他

計

健康測定（身長・体重・血圧・視力等)

 
    ※件数は延件数 

  健康診断個人票発行 178
職員

 
 

 

２．健康相談利用状況の比較 
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３．心理相談（健康管理センター相談室） 
１）学生 

令和元年度相談室利用状況 

医学部 歯学部 薬学部 看護学部
看護短大

専門学校等
計

延相談件数 52 10 55 17 4 138

利用者数 7 4 18 3 2 34

延相談件数 18 6 26 1 9 60

利用者数 7 3 11 1 3 25

延相談件数 18 7 17 12 4 58

利用者数 12 3 12 4 3 34

延相談件数 9 15 65 7 6 102

利用者数 5 6 16 2 1 30

延相談件数 1 9 4 1 0 15

利用者数 1 2 3 1 0 7

延相談件数 12 0 0 0 0 12

利用者数 3 0 0 0 0 3

延相談件数 76 85 160 31 23 375

利用者数 17 7 19 9 5 57

延相談件数 0 0 0 0 0 0

利用者数 0 0 0 0 0 0

延相談件数 3 3 16 1 1 24

利用者数 3 1 11 1 1 17

延相談件数 8 4 7 0 0 19

利用者数 8 4 5 0 0 17

計 延相談件数 121 54 190 39 24 803

27 13 32 8 7 87

修学

進路

学生生活

精神保健

パーソナリティ

適応

コンサルテーション
情報共有

学生利用者の実人数

ハラスメント

学校医相談

その他

 
 
 
２）職員 

令和元年度相談室利用状況 
延相談件数 42

利用者数 14

延相談件数 9

利用者数 3

延相談件数 49

利用者数 20

延相談件数 8

利用者数 2

延相談件数 2

利用者数 2

延相談件数 0

利用者数 0

延相談件数 30

利用者数 14

延相談件数 1

利用者数 1

延相談件数 0

利用者数 0

計 延相談件数 141

36学生利用者の実人数

コンサルテーション
情報共有

産業医相談

その他

家庭問題

生活相談

ハラスメント

精神保健

パーソナリティ

職場不適応
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４．心理相談利用状況の比較 

  
 
 

５．心の健康問題により休業した職員の職場復帰支援 
本学の職員で心の健康問題を理由に病気休暇が 1ヵ月を超える者を対象に、円滑に職場復帰し、業

務が継続できるよう支援を実施。 

 

対応件数（平成 31年 4月～令和 2年 3月） 

対象者 
月別対応件数内訳（延件数） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

39 名 32 39 42 67 49 34 75 62 59 33 39 50 581 

 

対象者の支援経過（令和 2年 3月 31 日現在） 

復帰（支援終了） 復帰（支援継続） 退職 病休中 

16 4 7 12 
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Ⅳ 平成 31 年度／令和元年度 

メンタルヘルス支援 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 62 - 
 

Ⅳ メンタルヘルス支援 
１．セミナー 
（令和 1 年度 対象：学生） 

開催日 内 容 場 所 
参加 

人数 

12 月 10 日 
勉強のやる気（モチベーション）や集中力の 

高め方 

矢巾キャンパス 

東研究棟 1階 SGL40･41･42 室 
2 名 

12 月 18 日 不安や怒りの感情との付き合い方 
矢巾キャンパス 

東研究棟 1階 SGL45･46 室 
2 名 

 

（令和 1 年度 対象：職員） 

 当初実施予定で検討を進めていたが、附属病院の移転に伴う状況や新型コロナウィルス感染症の影響

を考慮し、令和 1年度での実施を見合わせた。 

 

２．メンタルヘルス講義（対象：全学部 1年生） 

開催日 テーマ 講 師 参加人数 

6 月 6日 

学生生活とメンタルヘルスについて 
精神科学校医 

山家 健仁 

307 名 
大学生活を通して自分と向き合うこと 

‐模索しながら自己理解を深めることのススメ‐ 

主任臨床心理士 

畠山 秀樹 

DVをしない・されないために 

心理テスト結果の見方 

臨床心理士 

氏家 真梨子 

 

３．ラインケア研修 

  本学の管理職者を対象に、管理職の位置づけ・役割を理解するとともに、ラインケアに必要な知識・

スキルを習得し、大学組織全体としての共通理解を図ることを目的に、以下の内容で研修を企画・実

施した。開催にあたって人事職員課と協議し、共催の形式で実施した。例年昇格者を対象とした基礎

編（年 1 回）と、基礎編を受講した管理職者向けの応用編（年 2回）を実施してきたが、令和 1年度

は附属病院の移転を考慮し、基礎編のみを実施した。 

開催日 テーマ 講師 
参加 
人数 

7 月 30 日 
職場のメンタルヘルス対策 

ラインケアの基礎知識 

岩手産業保健総合支援センター 

産業保健相談員 藤井由里 
28 名 

 

 



 

- 63 - 
 

４．「教職員のための学生相談ハンドブック」の改訂 

 平成 28 年 3 月に発刊した「教職員のための学生相談ハンドブック」に関して、年度内の改定に向

けて、教養教育センター中島学生副部長、藤澤講師（心理学・行動科学分野）、学事課の協力の下、

改定案の作成作業を進めた。当初の作成工程に遅れが生じ、3 月にハンドブック作成委員会を開催し

た。令和 2 年 4 月に発刊し、6 月に学生支援に携わる教職員を対象に配付した。配付と同時に学内

Webclass に掲載している内容の更新を行った。 

 

５．学生のインターネット使用状況調査 

教養教育センター学生専門委員会にて、インターネット依存を疑われる学生の問題について話題に

挙がり、実態把握と啓発について健康管理センターに依頼があったため、インフルエンザワクチン接

種時に全学部学生を対象にアンケートを実施した。学生数 2090名中アンケートの提出数は1422 名（提

出率 68.0%）で、うち無回答 82 名を除く、1340 名を調査対象とした。インターネットの使用率は、

1299 名（調査対象全体の 96.9％）で、1 週間あたりの利用日数は、毎日が 1230 名（調査対象全体の

91.8％）、1 日あたりの利用時間は個人差が見られ、一番割合が高かったのは、2-3 時間の 353 名（調

査対象全体の 26.3％）であった。利用機器は、スマートフォンの使用率が 1198 名（対象者全体の

89.4％）で、6 割程度が他の機器（PC、タブレット等）と併用している状況であった。インターネッ

ト依存が疑われる学生は 145 名（調査対象全体の 10.8％）であった。調査結果は学内の関係者・関係

部署に報告し、また結果に基づき、健康管理センターだよりにて啓発を行った。 

 

６．新型コロナウィルス感染症に伴う対応 

新型コロナウィルスの感染症の発生に伴い、ストレスへの対処や心理教育的な内容を踏まえた啓発

物の作成を行い、3 月以降で学生・職員に対して通知、掲示、ホームページを活用しての周知を図っ

た。 

 

７．研究 

  学生の臨床実習にかかるストレスとサポートに関して、以下の研究に携わった。なお、論文は岩手

医科大学教養教育研究年報（2019-12 発行.54 号.pp35-45）に掲載されており、岩手医科大学リポジ

トリから閲覧可能である。 

  タイトル：看護系学部における実習ストレスへのサポートに関する文献検討 

      藤澤美穂、氏家真梨子、畠山秀樹、高橋智幸、遠藤太、松浦誠 

 岩手医科大学リポジトリ（URL） 

https://iwatemed.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_ 

main_item_detail&item_id=10154&item_no=1&page_id=119&block_id=139 
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Ⅴ 平成 31 年度／令和元年度 

健康教育・啓発活動 
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Ⅴ 健康教育・啓発活動 
 

１．健康教育 

１）学生の健康管理について 

平成 31 年 4 月 3 日（水）  対象者：入寮生（医・歯・薬・看） 

担当：保健師 青木 雅美 

  内容：寮での共同生活、快眠のための生活ポイント、バランスのとれた食事、体調不良時の受診方

法等 

 

平成 31 年 4 月 5 日（金）  対象者：医療専門学校新入生 

担当：保健師 藤井 ヌイ子 

   主任臨床心理士 畠山 秀樹 

内容：健康管理センター利用案内、体調不良時の受診方法、相談室の利用案内 

 

平成 31 年 4 月 9 日（火）  対象者：新入生（医・歯・薬・看） 

担当：主任保健師 村山 美保 

   臨床心理士 氏家 真梨子 

内容：健康管理センター利用案内、体調不良時の受診方法、相談室の利用案内 

 

令和元年 6月 28 日（金）  対象者：新入生（医・歯・薬・看）、職員の希望者 

講師：衛生学公衆衛生学講座  坂田 清美 教授 

担当：保健師 藤井 ヌイ子 

テーマ：「受動喫煙について」 

    スモーカライザー・禁煙補助剤・ポスター掲示等体験コーナー設置 

 

  令和元年 6月 28 日（金）  教養教育センターとの情報交換会 

  参加者：教養教育センター教員 9名、教務課事務スタッフ 3名、 

健康管理センタースタッフ 6名 

  内容：1年生に関する情報交換 
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令和元年 12 月 17 日（火）  対象者：退寮生（医・歯・薬・看）※ユニットリーダー・希望者 

  担当：保健師 小原 真綾 

内容：基本的な食生活の留意点 

 

月 1 回 開催  各教務課・学事課との情報交換会 

  参加者：各課課長、健康管理センタースタッフ 3名 

内容：学生に関する情報交換 

 

２）職員の健康管理について 

平成 31 年 4 月 3 日（水）  対象者：新入職員 

研修担当：主任保健師 村山 美保 

     主任臨床心理士 畠山 秀樹  

内容：健康管理センター利用案内、業務紹介、感染予防対策、メンタルヘルス支援 

 

  令和元年 11 月 1 日（金）  対象者：途中採用職員 

  研修担当：主任保健師 村山 美保 

       主任臨床心理士 畠山 秀樹 

  内容：健康管理センター利用案内、業務紹介、感染予防対策、メンタルヘルス支援 

 

３）メンタルヘルス関連研修 

令和元年 6月 14 日（金）  対象者：看護部・教育担当者 

研修担当：主任臨床心理士 畠山 秀樹 

テーマ：教育担当者としてのストレスマネジメント 

‐ストレスへの気づきと対処行動の実践‐ 

 

令和元年 6月 24 日（月）  対象者：新人看護師 

研修担当：主任臨床心理士 畠山 秀樹 

テーマ：新人看護師のメンタルヘルスケア 

 

平成元年 6月 28 日（金）  対象者：学生支援に携わる教職員 

研修担当：主任臨床心理士 畠山 秀樹 

テーマ：学生の命にかかわる場面での対応をめぐって 
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２．啓発活動 

１）健康管理センターだより 
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２）掲示 
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Ⅴ 平成 31 年度／令和元年度 

学会・研修会 
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Ⅵ 平成 31年度／令和元年度学会・研修会 
 

 １．学会・研修会等参加状況 

 

開催月日 件 名 出席者名 会  場 

5/18～5/20 
日本学生相談学会第 37回大会・ 

ワークショップ 
畠山 秀樹 大妻女子大学 

7/18 

岩手産業保健総合支援センター事業 

衛生管理者、衛生推進者、産業看護職、労務管理

担当者、事業主等のための産業看護職等研修 

働きやすい職場環境づくり 

青木 雅美 
アイーナ  

703 会議室 

7/26～27 第 78 回日本産業衛生学会東北地方会 藤井 ヌイ子 
一般財団法人 

岩手教育会館 

8/30～31 日本産業精神保健学会第 26 回大会 氏家 真梨子 
東海大学 

高輪キャンパス 

8/7 

令和元年度岩手県立大学看護実践研究センター研修事業 

脳卒中等生活習慣病予防保健指導者研修会 

（1回目/2回コース） 

藤井 ヌイ子 
岩手県立大学 

アイーナ・キャンパス

学習室 1 

9/13 

令和元年度岩手県立大学看護実践研究センター研修事業 

脳卒中等生活習慣病予防保健指導者研修会 

（2回目/2回コース） 

藤井 ヌイ子 
岩手県立大学 

アイーナ・キャンパス

学習室 1 

9/12～14 
第 29 回日本産業衛生学会 全国協議会 

（9/14 のみ参加） 

名郷根 郁子 

藤井 ヌイ子 
仙台国際センター 

10/9～10 第 57 回全国大学保健管理研究集会 名郷根 郁子 札幌コンベンションセンター 

2/20 
公益財団法人 岩手県対がん協会 

がん検診担当者会議 

小原 真綾 

青木 雅美 

ホテルメトロポリタン 

盛岡本館 4 階 
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